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平
成
25
年
4
月
開
設
予
定
の

葛
飾
キ
ャ
ン
パ
ス
の
、
基
本
設

計
概
要
案
が
、
3
月
開
催
の
常

務
理
事
会
で
了
承
さ
れ
ま
し

た
。

　
葛
飾
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
建
築

物
の
環
境
性
能
評
価
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
C
A
S
B
E
E
に
お
い

て
、
最
高
評
価
で
あ
る
S
ラ
ン

ク
を
目
指
し
、
環
境
負
荷
を
抑

え
た
地
球
に
優
し
い
キ
ャ
ン
パ

ス
を
志
向
し
て
い
ま
す
。

　
建
物
は
研
究
・
実
験
機
能
を

も
つ
4
棟
と
教
育
・
事
務
施
設

1
棟
、
さ
ら
に
体
育
館
と
図
書

館
・
集
会
場
棟
の
合
計
7
棟
。

敷
地
中
央
を
東
西
に
走
る
並
木

道
「
キ
ャ
ン
パ
ス
モ
ー
ル
」
を

取
り
囲
む
よ
う
に
各
棟
を
配
置

し
、
正
門
近
く
に
は
広
場
を
設

け
、
地
域
の
玄
関
口
と
な
る
一

体
的
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を

設
け
ま
す
。
ま
た
、
周
辺
の
公

園
と
つ
な
が
る
抜
け
道
空
間
や

交
流
ス
ペ
ー
ス
に
よ
り
、
知
的

交
流
の
活
性
化
を
促
進
し
ま
す
。

　
工
事
着
工
は
平
成
23
年
5

月
、
完
了
は
平
成
24
年
12
月
の

予
定
。
現
在
は
、
葛
飾
区
か
ら

の
要
請
に
よ
り
、
地
域
防
災
機

能
向
上
の
た
め
、
葛
飾
キ
ャ
ン

パ
ス
敷
地
と
周
辺
地
域
を
含
む

11 

ha
に
対
し
て
1
・
5
m
の
盛

り
土
に
よ
る
地
盤
高
の
か
さ
上

げ
工
事
を
行
っ
て
お
り
、
9
月

に
完
了
す
る
予
定
で
す
。

　
今
後
葛
飾
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、

教
育
・
研
究
な
ど
の
知
的
交
流

や
地
域
・
社
会
と
の
交
流
が
活

発
に
展
開
さ
れ
、
科
学
技
術
創

造
立
国
で
あ
る
日
本
を
支
え
る

多
く
の
人
材
を
育
む
キ
ャ
ン
パ

ス
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
す
。

（
4
・
5
面
に
詳
細
）

　
試
験
は
だ
い
た

い
○
×
か
マ
ル
チ

プ
ル
チ
ョ
イ
ス

で
、
結
果
の
み
に

よ
る
０
か
１
の
評

価
で
あ
り
、
得
点

の
上
限
が
設
定
さ
れ
て
い
る
減

点
評
価
法
で
、
採
点
者
が
、
誤

り
を
見
つ
け
る
こ
と
に
生
き
甲

斐
を
も
つ
か
の
よ
う
に
誤
解
さ

れ
る
。
▼
最
近
は
安
定
志
向
の

若
者
が
多
い
。
争
い
を
避
け

て
、
自
ら
の
縄
張
り
か
ら
出
な

い
草
食
人
生
を
好
む
。
出
世
は

ほ
ど
ほ
ど
で
気
楽
な
人
生
を
送

れ
れ
ば
満
足
の
よ
う
だ
。
ト
ッ

プ
に
立
っ
て
も
、
昨
今
の
総
理

大
臣
の
よ
う
に
、
減
点
評
価
で

た
た
か
れ
て
辞
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
気
楽
な

人
生
を
送
れ
る
の
も
世
の
中
が

平
和
で
安
定
し
て
い
る
か
ら
で

あ
る
と
す
れ
ば
悪
い
こ
と
で
は

な
い
。
し
か
し
、
B
R
I
C
ｓ

が
台
頭
す
る
世
界
の
中
で
は
、

日
本
の
将
来
が
不
安
に
な
る
。

▼
リ
ス
ク
を
冒
さ
な
い
事
な
か

れ
主
義
の
風
潮
は
減
点
評
価
社

会
と
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
勇
気
を
出
し
て
挑
戦
し

て
も
失
敗
す
れ
ば
減
点
さ
れ

る
。
し
か
も
、
成
功
に
よ
る
対

価
の
期
待
値
は
高
く
な
い
。
▼

一
方
、
加
点
評
価
法
で
は
、
失

敗
し
た
結
果
の
評
点
は
0
で

も
、
優
れ
た
プ
ロ
セ
ス
に
対
し

て
は
得
点
が
つ
く
。
評
価
す
る

側
は
大
変
で
あ
る
が
、
加
点
評

価
教
育
は
や
る
気
を
起
こ
さ
せ

る
の
に
有
効
な
点
で
、
減
点
評

価
法
よ
り
優
れ
て
い
る
。
わ
が

国
は
、
学
校
に
限
ら
ず
マ
ス
コ

ミ
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
全
体

が
、
欠
点
を
あ
げ
つ
ら
う
減
点

評
価
の
跋
扈
（
ば
っ
こ
）
す
る

社
会
に
な
っ
て
い
る
。
加
点
評

価
の
社
会
で
あ
れ
ば
も
う
少
し

活
気
の
あ
る
希
望
に
満
ち
た
も

の
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

（
竹
内
伸
　
前
・
東
京
理
科
大

学
長
、
現
・
東
京
理
科
大
学
近

代
科
学
資
料
館
長
）

　
本
紙
1
面
に
掲
載
し
て
き
た

コ
ラ
ム
「
年
々
歳
々
」
を
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
タ
イ
ト

ル
は
「
物
華
天
宝
」
で
す
。
学

内
外
の
本
学
関
係
者
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
で
本
学
に
対
す
る

思
い
を
執
筆
い
た
だ
き
ま
す
。

　
新
コ
ラ
ム
の
命
名
者
は
藤
嶋

昭
学
長
。「
物
華
天
宝
、
人
傑

地
霊
」
と
は
中
国
で
は
有
名
な

言
葉
で
「
豊
か
な
産
物
は
天
の

恵
み
で
あ
り
、
優
れ
た
人
間
は

そ
の
土
地
の
霊
気
が
育
む
」
と

い
う
意
味
。
旧
暦
の
元
旦
で
あ

る
「
春
節
」
に
赤
い
紙
に
書
い

て
玄
関
に
張
る
お
め
で
た
い
句

だ
そ
う
で
す
。

　
藤
嶋
学
長
は
こ
れ
を
独
自
に

解
釈
し
、「
物
華
天
宝
の
物
華

は
科
学
技
術
の
成
果
。
こ
れ
が

天
に
隠
さ
れ
て
い
る
宝
だ
と
全

体
を
と
ら
え
て
い
ま
す
。
科
学

者
は
こ
れ
を
探
し
出
し
て
、
世

界
、
人
類
に
役
立
て
る
。
そ
し

て
、
そ
う
い
っ
た
成
果
を
導
き

出
せ
る
人
間
を
養
う
の
は
、
雰

囲
気
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
人
を
取
り
巻
く
環
境
、
研

究
室
や
会
社
の
雰
囲
気
な
ど
が

実
は
一
番
重
要
な
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
人
傑
地
霊
で
す
」
と
し

て
い
ま
す
。
藤
嶋
学
長
は
、
中

国
の
知
人
か
ら
も
ら
っ
た
こ
の

句
の
掛
け
軸
を
自
宅
に
飾
り
、

ご
自
身
の
考
え
方
の
原
点
と
も

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。

　
新
コ
ラ
ム
初
回
は
前
学
長
で

あ
る
竹
内
伸
先
生
（
近
代
科
学

資
料
館
長
）
に
執
筆
い
た
だ
き

ま
し
た
。「
物
華
天
宝
」
に
ご

注
目
く
だ
さ
い
。

下
層
階
か
ら
順
に
進
み
、
10
月

中
に
完
了
す
る
見
通
し
で
す
。

　
同
館
は
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
で
、
地
下
1
階
、
地
上
7
階

建
て
。
神
楽
坂
と
本
学
3
号
館
の

間
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
地
下
1

階
か
ら
3
階
ま
で
に
店
舗
や
住
宅

が
入
り
、
4
・
5
階
は
本
学
専
門

職
大
学
院
技
術
経
営
専
攻

（
M
O
T
）
関
連
施
設
、
6
・
7

階
は
理
窓
会
関
連
施
設
と
し
て
利

用
さ
れ
ま
す
。

　
工
事
完
了
は
平
成
23
年
3
月

の
予
定
で
す
。

　
新
宿
区
神
楽
坂
2
丁
目
の

「
大
学
会
館
（
仮
称
）」
の
建
設
工

事
が
昨
年
7
月
か
ら
進
ん
で
い

ま
す
。
今
年
6
月
末
に
は
鉄
骨

の
組
み
立
て
作
業
が
完
了
し
、

建
物
の
骨
格
が
現
れ
ま
し
た
。

現
在
は
、
型
枠
を
組
ん
で
壁
と

床
に
鉄
筋
を
入
れ
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
流
し
込
む
作
業
が
行
わ
れ
、

　
体
育
局
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

（
主
将
・
中
山
翔
さ
ん
、
理
工
学

部
経
営
工
学
科
3
年
）
が
、
5

月
29
日
（
土
）・
30
日
（
日
）
に

山
梨
県
笛
吹
市
御
坂
花
鳥
の
里

ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
開
催
さ
れ
た

「
第
18
回
関
東
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
選
手
権
大
会
」
に
お
い
て
見

事
準
優
勝
を
果
た
し
、
9
月
に

開
催
さ
れ
る
第
45
回
文
部
科
学

大
臣
杯
全
日
本
大
学
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
選
手
権
大
会
（
通
称
イ
ン

カ
レ
）
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま

し
た
。

　
決
勝
戦
は
、
国
際
武
道
大
学

と
対
戦
と
な
り
、
6
回
表
ま
で

1
点
リ
ー
ド
す
る
も
7
回
に
5

対
6
で
サ
ヨ
ナ
ラ
負
け
。
惜
し

く
も
優
勝
を
逃
し
ま
し
た
が
、

上
位
4
チ
ー
ム
に
イ
ン
カ
レ
へ

の
出
場
権
が
与
え
ら
れ
る
た
め

2
年
ぶ
り
の
出
場
権
獲
得
と
な

り
ま
し
た
。

　
こ
こ
十
数
年
、
イ
ン
カ
レ
に

出
場
し
た
32
大
学
の
う
ち
、
理

工
系
大
学
は
本
学
の
み
。
他
大

学
の
多
く
は
ス
ポ
ー
ツ
特
待

（
推
薦
）
制
度
な
ど
を
用
い
て
全

国
か
ら
優
秀
な
選
手
を
集
め
て

イ
ン
カ
レ
に
臨
む
の
に
対
し
、

本
学
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は
忙
し

い
授
業
と
両
立
し
な
が
ら
、
文

武
両
道
に
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
丸

山
克
俊
監
督
（
理
工
学
部
教
授
）

の
も
と
で
独
自
の
チ
ー
ム
運
営

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
強
化
を
図

っ
て
い
ま
す
。

　「
無
遅
刻
無
欠
席
・
全
力
疾
走

当
た
り
前
」
が
最
近
の
合
言
葉

と
い
う
あ
た
り
に
も
熱
意
を
も

っ
て
活
動
す
る
様
子
が
う
か
が

え
ま
す
。
ま
た
、
同
部
の
魅
力

に
引
か
れ
て
理
学
部
第
二
部
・

工
学
部
第
二
部
に
入
学
し
、
チ

ー
ム
に
貢
献
し
て
い
る
部
員
が

現
在
ま
で
に
8
人
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
3
人
が
現
役
。
彼
ら
は

野
田
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
に
住

み
、
昼
間
は
部
の
練
習
、
夕
方

か
ら
授
業
の
た
め
に
神
楽
坂
キ

ャ
ン
パ
ス
に
通
う
と
い
う
体
力

的
に
も
時
間
的
に
も
厳
し
い
生

活
に
耐
え
な
が
ら
、
文
武
両
道

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
丸
山

監
督
は
「
今
後
は
、
第
二
部
の

学
生
へ
の
積
極
的
な
入
部
勧
誘

活
動
を
展
開
す
る
予
定
で
す
」

と
の
こ
と
。

　
イ
ン
カ
レ
は
、
9
月
10
日（
金
）

か
ら
12
日
（
日
）
ま
で
の
3
日

間
、
富
山
県
富
山
市
に
あ
る
岩

瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
ほ
か
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
O
B
会
を
中
心
に
、

平
成
20
年
の
前
回
大
会
同
様
に

60
人
以
上
の
大
応
援
団
を
編
成

す
る
た
め
に
準
備
中
で
す
。
昭

和
52
年
に
創
部
し
、
イ
ン
カ
レ

出
場
回
数
は
通
算
14
回
、
ベ
ス

ト
8
は
3
回
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
の
知
的
な
戦
術
と
楽
し
い
応

援
ス
タ
イ
ル
、
そ
し
て
闘
志
あ

ふ
れ
る
プ
レ
ー
に
ご
期
待
く
だ

さ
い
。
ご
声
援
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

（年４回発行）

２
面
　
国
家
公
務
員
試
験
結
果
／
決
算
報
告

３
面
　
薬
学
部
創
立
50
周
年
記
念
式
典
ほ
か

4
・
5
面
　
葛
飾
キ
ャ
ン
パ
ス
の
基
本
設
計
ほ
か

6
・
7
面
　
3
学
長
鼎
談

8
面
　
世
界
初
！
宇
宙
帆
船
の
撮
影
に
成
功

9
面
　
山
口
・
諏
訪
東
京
理
科
大
学
ニ
ュ
ー
ス

10
面
　
み
ら
い
研
究
室
開
催

11
面
　
基
礎
能
力
育
成
セ
ミ
ナ
ー
開
催
報
告

12
面
　「
理
大
・
人
」
／
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

葛飾キャンパス 設計コンセプト決まる

新
コ
ラ
ム
「
物
華
天
宝
」
ス
タ
ー
ト

大
学
会
館（
仮
称
）建
設
工
事
進
行
中

─地球に優しいキャンパスを志向、平成25年4月開設予定─

平
成
25
年
4
月
開
設
予
定
の
葛
飾
キ
ャ
ン
パ
ス
の
全
面
模
型

インカレ出場権を獲得した体育局ソフトボール部のメンバー

3学長鼎談

2010年からスタートする、
東京理科大学の新しい未来（6・7面掲載）

左から河村洋・諏訪東京理科大学学長、藤嶋昭・東京理
科大学学長、塚本桓世・山口東京理科大学学長

新
宿
区
神
楽
坂
の
「
大
学
会
館
（
仮

称
）」
工
事
現
場
（
3
号
館
屋
上
よ
り
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
、
関
東
大
会
準
優
勝

2
年
ぶ
り
に
イ
ン
カ
レ
出
場
へ
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を
生
か
し
、
社
会
に
貢
献
で
き

る
の
が
公
務
員
で
す
。
科
学
技

術
創
造
立
国
と
し
て
発
展
し
た

わ
が
国
の
行
政
分
野
で
の
理
工

系
出
身
者
の
役
割
は
極
め
て
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
国
家
公

務
員
採
用
Ⅰ
種
試
験
に
合
格

し
、
文
部
科
学
省
・
国
土
交
通

省
・
特
許
庁
な
ど
に
入
省
し
た

本
学
の
卒
業
生
は
、
国
の
政
策

立
案
に
深
く
携
わ
り
、
世
界
を

舞
台
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
本
学
で
は
、
同
試
験
合
格
者

に
対
し
て
表
彰
お
よ
び
奨
学
金

（
後
期
分
授
業
料
相
当
）
の
授

与
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度

合
格
者
は
各
校
舎
就
職
課
（
就

職
支
援
室
）
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
国
家
公
務
員
採
用
Ⅰ

種
試
験
に
は
「
提
示
延
期
」
と

い
う
、
合
格
か
ら
3
年
間
は
入

省
資
格
を
有
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
の
で
、
在
学
中
か
ら
積
極

的
に
受
験
し
て
く
だ
さ
い
。

　
次
年
度
試
験
に
向
け
て
、
各

種
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
10
月
か

ら
随
時
開
催
し
、
引
き
続
き
公

務
員
希
望
者
を
全
面
的
に
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
就
職
課
に

は
過
去
問
題
や
参
考
書
な
ど
、

数
多
く
の
公
務
員
試
験
関
係
資

料
を
そ
ろ
え
て
お
り
、
随
時
相

談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、

積
極
的
に
活
用
し
て
く
だ
さ

い
。

　
人
事
院
は
6
月
22
日
（
火
）、

平
成
22
年
度
国
家
公
務
員
採
用

Ⅰ
種
試
験
の
最
終
合
格
者
を
発

表
し
ま
し
た
。
申
込
者
は
前
年

度
よ
り
約
4
7
0
0
人
増
の
2

万
6
8
8
8
人
、
合
格
者
数
は

前
年
度
よ
り
1
8
0
人
減
の

1
3
1
4
人
で
し
た
。

　
申
込
者
が
増
加
す
る
半
面
、

合
格
者
が
減
少
す
る
と
い
う
厳

し
い
状
況
下
、
本
学
か
ら
は
20

人（
前
年
度
23
人
）
が
合
格

し
、
昨
年
と
比
較
す
る
と
若
干

減
少
は
し
た
も
の
の
、
そ
の
実

力
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
ま
し

た
。
全
大
学
別
順
位
で
は
第
13

位
、
私
立
大
学
中
で
は
第
3
位

と
な
り
、
理
工
系
区
分
の
み
で

は
私
立
大
学
中
で
第
2
位
と
い

う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　
本
学
で
学
ん
だ
知
識
・
技
術

　
本
学
の
今
年
度
の
科
学
研
究

費
補
助
金
（
以
下
「
科
研
費
」）

交
付
内
定
件
数
は
2
3
0
件

で
、
総
額
約
6
億
5
0
0
万
円

で
し
た
。
う
ち
、
間
接
経
費
は

約
1
億
2
8
0
0
万
円
で
す
。

　
平
成
21
年
11
月
に
行
わ
れ
た

政
府
の
行
政
刷
新
会
議
「
事
業

仕
分
け
」
で
、
科
研
費
は
、「
予

算
要
求
の
縮
減
」
と
い
う
結
果

で
し
た
が
、
最
終
的
に
は
平
成

22
年
度
の
国
の
科
研
費
は
対
前

年
度
比
30
億
円
（
1
・
5
％
）

増
の
約
2
0
0
0
億
円
と
な
り

ま
し
た
。
予
算
額
は
毎
年
増
え

て
い
ま
す
が
、
近
年
で
は
微
増

の
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
科
研
費
は
、
基
礎
か
ら
応
用

ま
で
の
独
創
的
・
先
駆
的
な
研

究
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
競
争
的
研
究
資
金
で

す
。

　
本
学
で
は
、
科
研
費
獲
得
総

額
の
増
額
を
目
標
に
掲
げ
、
昨

年
9
月
に
獲
得
講
習
会
を
開
催

し
、
約
1
0
0
人
が
参
加
、
出

席
者
の
約
8
割
が
応
募
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
採
択
件
数
の
増

加
に
向
け
、
多
く
の
研
究
者
か

ら
の
積
極
的
な
応
募
は
も
と
よ

り
、
採
択
率
の
向
上
が
目
標
で

あ
る
と
と
も
に
、
大
型
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
の
新
規
採
択
に
期
待

し
ま
す
。

御
園
生

　堯
久
名
誉
教
授

（
元
理
工
学
部
工
業
化
学
科
）

平
成
22
年
2
月
1
日
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
81
歳
。

多
田

　富
雄
元
教
授

（
生
命
科
学
研
究
所
長
）
平
成

22
年
4
月
21
日
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
76
歳
。

橋
本

　一
範
元
教
授

（
理
工
学
部
教
養
）
平
成
22
年

5
月
26
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

72
歳
。

悼

　
平
成
22
年
の
春
の
叙
勲

で
、
２
人
の
先
生
方
が
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
中
綬
章

元
工
学
部
第
一
部
機
械
工

学
科
教
授
　

小
林
　
繁
夫

瑞
宝
中
綬
章

元
山
口
東
京
理
科
大
学
基

礎
工
学
部
教
養
教
授
　

和
田
　
敏
英

春
の
叙
勲

一
．
資
金
収
支
計
算
書

　
平
成
21
年
度
資
金
収
入
は
、

平
成
21
年
度
予
算
比
（
以
下

「
予
算
比
」
と
い
う
）
77
億

1
8
2
1
万
円
減
の
3
8
3
億

4
0
5
1
万
円
で
あ
り
、
こ
れ

に
前
年
度
繰
越
支
払
資
金

3
7
8
億
8
5
2
3
万
円
を
加

え
て
、
収
入
の
部
合
計
は
、

7
6
2
億
2
5
7
4
万
円
で
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
資
金
支
出

は
、
予
算
比
77
億
1
8
2
1
万

円
減
の
4
1
7
億
4
6
3
7
万

円
で
あ
っ
た
の
で
、
次
年
度
繰

越
支
払
資
金
は
予
算
比

4
3
9
0
万
円
減
の
3
4
4
億

7
9
3
7
万
円
と
な
り
、
支
出

の
部
合
計
は
、
7
6
2
億

2
5
7
4
万
円
で
す
。

二
．
消
費
収
支
計
算
書

　
平
成
21
年
度
消
費
収
入
は
、

予
算
比
1
0
6
7
万
円
増
の

2
9
1
億
9
0
6
4
万
円
で
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
消
費
支
出

は
、
予
算
比
8
億
1
4
2
0
万

円
減
の
3
3
4
億
9
2
8
2
万

円
で
す
。
こ
の
結
果
、
平
成
21

年
度
の
消
費
収
支
差
額
は
43
億

2
1
8
万
円
の
支
出
超
過
と
な

り
、
平
成
20
年
度
か
ら
繰
り
越

さ
れ
て
き
た
消
費
支
出
超
過
額

81
億
8
3
7
9
万
円
を
加
え
る

と
、
平
成
22
年
度
へ
の
繰
越
消

費
支
出
超
過
額
は
、
1
2
4
億

8
5
9
7
万
円
と
な
り
ま
す
。

三
．
貸
借
対
照
表

　
平
成
21
年
度
末
の
資
産
の
部

合
計
は
、
前
年
度
末
比
8
億

5
0
3
1
万
円
増
の
1
8
8
8

億
7
6
2
6
万
円
で
す
。

　
ま
た
、
負
債
の
部
合
計
は
、

前
年
度
末
比
9
億
8
7
3
7
万

円
減
の
4
1
7
億
2
5
6
6
万

円
で
す
。

　
基
本
金
の
部
合
計
は
、
前
年

度
末
比
61
億
3
9
8
6
万
円
増

の
1
5
9
6
億
3
6
5
7
万
円

で
す
。

　
消
費
収
支
差
額
の
部
合
計

は
、
翌
年
度
繰
越
消
費
支
出
超

過
額
が
1
2
4
億
8
5
9
7
万

円
で
す
。

（
詳
細
は
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.tus.ac.jp/

）

　＊
計
算
書
に
つ
い
て

　
資
金
収
支
計
算
書
は
、
教
育

研
究
等
の
諸
活
動
に
要
す
る
1

年
間
の
資
金
の
収
入
、
支
出
を

み
る
も
の
で
、
支
出
に
対
応
す

る
収
入
が
ど
の
よ
う
な
源
泉
か

ら
調
達
さ
れ
て
い
る
か
を
み
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
借

入
金
な
ど
の
負
債
性
の
あ
る
収

入
や
、
固
定
資
産
取
得
に
必
要

な
支
出
、
借
入
金
返
済
な
ど
が

全
体
の
収
支
に
ど
の
よ
う
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
か
な
ど
も

み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
消
費
収
支
計
算
書
は
、
毎
年

度
の
経
営
状
況
を
示
す
も
の
で

す
。「
消
費
支
出
」
と
は
、
学
校

法
人
が
教
育
研
究
等
の
諸
活
動

に
消
費
す
る
資
産
の
取
得
価
額

ま
た
は
用
役
の
対
価
の
こ
と
で

す
。「
消
費
収
入
」
と
は
、「
消
費

支
出
」
に
充
当
し
得
る
収
入
の

こ
と
で
あ
り
、
負
債
性
の
な
い

収
入
（
帰
属
収
入
）
か
ら
資
本

的
支
出
（
基
本
金
組
入
額
）
を

控
除
し
た
も
の
を
い
い
ま
す
。

「
消
費
収
入
」
と
「
消
費
支
出
」

を
対
比
す
る
こ
と
に
よ
り
、
収

入
超
過
か
支
出
超
過
か
が
わ
か

り
ま
す
。

　
貸
借
対
照
表
は
、
年
度
末
に

お
け
る
資
産
、
負
債
、
基
本
金

お
よ
び
消
費
収
支
差
額
の
状
態

を
表
示
し
、
年
度
末
時
点
で
の

財
政
状
態
を
表
す
重
要
な
財
務

資
料
で
す
。

区　分 特別推進
研　　究

特定領域
研　　究

新学術領域
研究（研究領
域提案型）

新学術領域
研究（研究課
題提案型）

基盤研究
（Ｓ）

基盤研究
（Ａ）

基盤研究
（Ｂ）

基盤研究
（Ｃ） 萌芽研究 若手研究

（S）
若手研究
（Ａ）

若手研究
（Ｂ）

研究活動
スタート
支援

研 究 成 果 
公開促進費
（学術図書）

合　計

申
請
件
数

新規 0 12 20 公募取り消し 1 7 51 129 40 公募取り消し 12 151 35 1 459
継続 0 1 5 2 2 1 20 63 9 0 2 45 4 － 154
計 0 13 25 2 3 8 71 192 49 0 14 196 39 1 613

内
定
件
数

新規 0 3 2 － 0 0 9 31 7 0 2 23 － 0 77
継続 0 1 5 2 2 1 20 63 9 0 2 45 4 － 154
計 0 4 7 2 2 1 28 94 16 0 4 68 4 0 230

区　分 特別推進
研　　究

特定領域
研　　究

新学術領域
研究（研究領
域提案型）

新学術領域
研究（研究課
題提案型）

基盤研究
（Ｓ）

基盤研究
（Ａ）

基盤研究
（Ｂ）

基盤研究
（Ｃ）

挑戦的
萌芽研究

若手研究
（S）

若手研究
（Ａ）

若手研究
（Ｂ）

研究活動
スタート
支援

研 究 成 果 
公開促進費
（学術図書）

合　計

平　成
22年度

〔0〕
0
0

〔4〕
30,500

0

〔7〕
41,000
12,300

〔2〕
14,500
4,350

〔2〕
34,200
10,260

〔1〕
10,100
3,030

〔28〕
129,600
38,880

〔94〕
92,700
27,810

〔16〕
19,500

0

〔0〕
0
0

〔4〕
22,200
6,660

〔68〕
79,500
23,850

〔4〕
3,350
1,005

〔0〕
0
0

〔230〕
477,150
128,145

平　成
21年度

〔0〕
0
0

〔8〕
64,300

0

〔5〕
34,800
10,440

〔2〕
15,900
4,770

〔2〕
91,000
27,300

〔1〕
13,000
3,900

〔25〕
119,400
35,820

〔76〕
87,700
26,310

〔14〕
20,100

0

〔0〕
0
0

〔3〕
15,100
4,530

〔70〕
92,400
27,720

〔5〕
4,760
1,428

〔1〕
1,000

0

〔212〕
559,490
142,218

［注］①〔　〕内は内定件数／金額は単位千円、上が直接経費、下が間接経費／②研究活動スタート支援（平成22年若手研究（スタートアップ）より名称
変更）、新学術領域研究（研究領域提案型/計画研究）については審査中であるため、新規内定件数および金額は未定である／③文部科学省および日本学術
振興会より本学に通知のあった内定一覧をもとに作成しており、転出・辞退・転入・追加採択者等の加除は行っていない／④新学術領域研究（研究課題提
案型）、若手研究（Ｓ）は、平成22年度の公募は取り消しとなった

本学の交付内定は230件
平成22年度 文科省科学研究費補助金
● 本学教員の平成22年度科学研究費補助金 申請・内定状況 ●

平成21年度 資金収支計算書 平成21年4月1日から
平成22年3月31日まで（ ）

（単位：円）
科　目 予　算 決　算 差　異

収

　入

　の

　部

学生生徒等納付金収入 26,433,850,000 26,081,007,800 352,842,200
手数料収入 1,614,424,000 1,705,116,407 △ 90,692,407
寄付金収入 484,000,000 359,324,908 124,675,092
補助金収入 4,745,172,000 4,074,475,287 670,696,713
資産運用収入 371,357,000 435,506,030 △ 64,149,030
資産売却収入 1,500,000,000 2,000,000,000 △ 500,000,000
事業収入 1,385,963,000 1,408,174,364 △ 22,211,364
雑収入 912,150,000 988,080,839 △ 75,930,839
前受金収入 17,569,159,000 17,574,018,117 △ 4,859,117
その他の収入 8,994,498,000 1,798,874,093 7,195,623,907
資金収入調整勘定 △17,951,849,000 △18,084,067,111 132,218,111
前年度繰越支払資金 37,885,226,637 37,885,226,637
収 入 の 部 合 計 83,943,950,637 76,225,737,371 7,718,213,266

支

　出

　の

　部

人件費支出 16,620,534,000 16,600,234,472 20,299,528
教育研究経費支出 9,931,726,000 9,068,111,399 863,614,601
管理経費支出 2,249,371,000 2,265,291,412 △ 15,920,412
借入金等利息支出 409,430,000 352,471,847 56,958,153
借入金等返済支出 1,483,160,000 1,483,160,000 0
施設関係支出 13,496,606,000 6,683,459,758 6,813,146,242
設備関係支出 3,016,450,000 2,284,716,328 731,733,672
資産運用支出 1,394,385,000 2,851,848,872 △ 1,457,463,872
その他の支出 1,992,404,000 1,879,491,364 112,912,636

〔予備費〕 （ 0）
300,000,000 300,000,000

資金支出調整勘定 △ 1,473,386,000 △ 1,722,416,060 249,030,060
次年度繰越支払資金 34,523,270,637 34,479,367,979 43,902,658
支 出 の 部 合 計 83,943,950,637 76,225,737,371 7,718,213,266

平成21年度 消費収支計算書 平成21年4月1日から
平成22年3月31日まで（ ）

（単位：円）
科　目 予　算 決　算 差　異

消 

費 

収 

入 

の 

部

学生生徒等納付金 26,433,850,000 26,081,007,800 352,842,200
手数料 1,614,424,000 1,705,116,407 △ 90,692,407
寄付金 744,000,000 639,507,336 104,492,664
補助金 4,745,172,000 4,074,475,287 670,696,713
資産運用収入 371,357,000 433,487,243 △ 62,130,243
事業収入 1,385,963,000 1,408,174,364 △ 22,211,364
雑収入 912,150,000 988,734,242 △ 76,584,242
帰属収入合計 36,206,916,000 35,330,502,679 876,413,321
基本金組入額合計 △ 7,026,942,000 △ 6,139,859,449 △ 887,082,551
消費収入の部合計 29,179,974,000 29,190,643,230 △ 10,669,230

消 

費 

支 

出 

の 

部

人件費 16,405,654,000 16,512,480,512 △ 106,826,512
教育研究経費 14,563,520,000 13,687,332,843 876,187,157
管理経費 2,336,366,000 2,594,526,926 △ 258,160,926
借入金等利息 409,430,000 352,471,847 56,958,153
資産処分差額 292,057,000 338,534,314 △ 46,477,314
徴収不能引当金繰入額 0 2,736,000 △ 2,736,000
徴収不能額 0 4,740,000 △ 4,740,000

〔予備費〕 （ 0）
300,000,000 300,000,000

消費支出の部合計 34,307,027,000 33,492,822,442 814,204,558
当年度消費支出超過額 5,127,053,000 4,302,179,212
前年度繰越消費支出超過額 8,183,791,096 8,183,791,096
翌年度繰越消費支出超過額 13,310,844,096 12,485,970,308

貸　借　対　照　表 平成22年3月31日

（単位：円）
科　目 本年度末 前年度末 増　減

固定資産 153,303,634,800 148,617,943,930 4,685,690,870
有形固定資産 126,837,991,725 122,325,591,578 4,512,400,147
その他の固定資産 26,465,643,075 26,292,352,352 173,290,723

流動資産 35,572,629,967 39,408,007,269 △ 3,835,377,302
資産の部合計 188,876,264,767 188,025,951,199 850,313,568

固定負債 20,711,661,959 22,294,721,964 △ 1,583,060,005
流動負債 21,014,002,768 20,418,309,432 595,693,336

負債の部合計 41,725,664,727 42,713,031,396 △ 987,366,669
第１号基本金 148,928,570,348 142,788,710,899 6,139,859,449
第２号基本金 8,500,000,000 8,500,000,000 0
第３号基本金 100,000,000 100,000,000 0
第４号基本金 2,108,000,000 2,108,000,000 0

基本金の部合計 159,636,570,348 153,496,710,899 6,139,859,449
消費収支差額の部合計 △12,485,970,308 △ 8,183,791,096 4,302,179,212
負債の部、基本金の部
および消費収支差額の部合計 188,876,264,767 188,025,951,199 850,313,568

平成21年度　帰属収入の内訳

〈消費収支の構成比率〉

平成21年度　消費支出の内訳

人件費
49.3％

資産処分差額
1.0%

借入金等利息
1.1%

管理経費
7.7%

教育研究経費
40.9%

雑収入
2.8％

事業収入
4.0％

資産運用収入
1.2％

寄付金
1.8％

手数料
4.8%

学生生徒等納付金
73.8％

補助金
11.6％

平成22年度

● 国家公務員採用Ⅰ種試験●
大学別最終合格者数

順位 大学名 合格者数
1 東京大学 428
2 京都大学 157

＊3 早稲田大学 71
4 東北大学 61

＊5 慶應義塾大学 58
6 大阪大学 43
7 北海道大学 37
8 九州大学 35
9 名古屋大学 29

10 東京工業大学 28
10 神戸大学 28
12 一橋大学 26

＊13 東京理科大学 20
13 東京農工大学 20
15 岡山大学 14
15 広島大学 14

＊17 中央大学 13
＊17 立命館大学 13
17 筑波大学 13
17 大阪市立大学 13

注）＊は私立大学を表す

学
校
法
人
東
京
理
科
大
学
理
事
会

平
成
21
年
度
決
算
報
告

国
家
公
務
員
Ⅰ
種
20
人
が
合
格
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5
月
8
日
（
土
）
に
野
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
薬
学
部
薬
学
科
5

年
生
を
対
象
に
し
た
「
東
京
理

科
大
学
ホ
ワ
イ
ト
コ
ー
ト
セ
レ

モ
ニ
ー
（
白
衣
授
与
式
）」（
薬

学
部
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
6
年
制
薬
学
科
で
は
5
年
次

に
病
院
と
薬
局
で
の
そ
れ
ぞ
れ

11
週
間
の
実
務
実
習
が
必
修
科

目
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
セ
レ

モ
ニ
ー
は
、
6
年
制
新
制
度
移

行
後
の
初
代
5
年
生
と
な
る
実

習
生
ら
を
激
励
し
、
実
習
経
験

を
通
し
て
患
者
の
生
命
と
薬
物

治
療
に
責
任
を
も
つ
薬
剤
師
に

育
つ
こ
と
を
願
っ
て
実
施
し
た

も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
薬
学
科
の
在
校
生

や
関
係
教
職
員
、
ご
家
族
な
ど

が
多
く
の
人
々
が
見
守
る
な

か
、
塚
本
桓
世
理
事
長
、
麻
生

忠
男
千
葉
県
薬
剤
師
会
長
、
清

水
秀
行
千
葉
県
病
院
薬
剤
師
会

会
長
か
ら
激
励
の
言
葉
が
贈
ら

れ
た
後
、
実
習
生
74
人
一
人
一

人
に
対
し
、
大
島
広
行
薬
学
部

長
か
ら
実
務
実
習
で
使
用
す
る

本
学
ロ
ゴ
入
り
の
真
新
し
い
白

衣
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
実
習
で
、

病
院
で
は
主
に

病
院
調
剤
や
ベ

ッ
ト
サ
イ
ド
で

の
学
習
、
情
報

の
正
し
い
扱
い

方
な
ど
を
、
薬

局
で
は
薬
の
調

剤
や
薬
局
カ
ウ

ン
タ
ー
で
の
学

習
、
情
報
の
ア
ク
セ
ス
と
活
用

法
に
つ
い
て
を
、
実
践
を
通
し

て
学
び
ま
す
。
実
習
生
は
臨
床

現
場
に
臨
む
た
め
の
基
本
的
な

知
識
・
技
能
・
態
度
を
問
わ
れ

る
「
薬
学
共
用
試
験
」
に
合
格

し
た
ば
か
り
。
薬
剤
師
に
な
る

た
め
の
次
な
る
ス
テ
ッ
プ
を
ま

た
一
つ
上
り
ま
し
た
。

　
本
学
薬
学
部
は
こ
の
4
月
に

創
立
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
5
月
16
日

（
日
）、
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で

創
立
50
周
年
記
念
式
典
を
開

催
。
学
生
、
卒
業
生
、
大
学
関

係
者
を
は
じ
め
一
般
の
方
な
ど

約
5
4
0
人
が
来
場
し
、
盛
大

に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
は
12
時
か
ら
執
り
行
わ

れ
、
大
島
広
行
薬
学
部
長
の
開

会
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
塚
本

桓
世
理
事
長
、
藤
嶋
昭
学
長
の

あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
ま
た
来
賓

の
皆
さ
ま
か
ら
祝
辞
を
賜
り
ま

し
た
。

　
祝
賀
会
で
は
薬
学
部
50
年
の

歴
史
を
振
り
返
る
ス
ラ
イ
ド
シ

ョ
ー
の
上
映
、
今
ま
で
薬
学
部

に
携
わ
っ
た
教
職
員
の
紹
介
な

ど
も
行
わ
れ
、
参
加
者
は
旧
交

を
温
め
た
り
、
互
い
の
近
況
や

薬
学
部
の
未
来
に
つ
い
て
語
り

合
っ
て
い
ま
し
た
。

　
会
は
卒
業
生
や
教
員
が
多
数

参
加
し
大
い
に
に
ぎ
わ
い
、
上

村
直
樹
実
行
委
員
長
（
薬
学
部

薬
学
科
教
授
、
1
9
8
6
年
卒

業
）
に
よ
る
閉
会
の
辞
で
盛
会

の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
本
学
薬
学
部
は
、
1
9
6
0

年
に
設
置
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に

8
4
0
0
人
を
数
え
る
卒
業
生

を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
卒
業

生
は
医
療
関
係
は
も
と
よ
り
、

法
律
関
係
、
報
道
関
係
な
ど
幅

広
い
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
薬
学
部
は
薬
剤
師
養

成
に
特
化
し
た
6
年
制
の
薬
学

科
と
、
研
究
者
養
成
を
目
指
す

4
年
制
の
生
命
創
薬
科
学
科
の

2
学
科
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
両
学
科
の
学
生
が
相
互
に

刺
激
を
与
え
合
う
教
育
・
研
究

環
境
を
実
現
し
て
お
り
、
臨
床

能
力
と
研
究
開
発
力
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
備
え
た
人
材
を
育
成
し

て
い
ま
す
。

【
同
窓
生
】

◇
金
４
０
０
万
円

森
野
　
義
男
様

（
累
計
金
１
億
３
４
５
０
万
円
）

◇
金
１
５
０
万
円

髙
野
　
京
子
様

（
累
計
金
２
５
０
万
円
）

◇
金
１
０
０
万
円

秋
山
　
　
仁
様

石
井
　
　
智
様

（
累
計
金
２
０
０
万
円
）

望
月
圭
一
郎
様

◇
金
20
万
円

黒
崎
　
弘
康
様

（
累
計
金
１
２
０
万
円
）

◇
金
10
万
円

石
川
　
　
学
様
　
太
田
　
真
義
様

大
日
野
豊
明
様
　
四
宮
　
正
三
様

髙
野
　
正
幸
様
　
多
田
　
　
稔
様

谷
崎
　
和
也
様
　
堤
　
　
正
臣
様

豊
成
　
敏
隆
様
　
三
浦
　
善
司
様

吉
田
　
祐
子
様（

累
計
金
20
万
円
）

渡
邉
　
達
也
様（

累
計
金
20
万
円
）

◇
金
７
万
円

菅
原
　
榮
蔵
様（

累
計
金
20
万
円
）

並
木
　
榮
一
様（

累
計
金
51
万
円
）

◇
金
６
万
円

関
川
　
正
文
様（

累
計
金
76
万
円
）

◇
金
５
万
円

鍛
冶
　
　
隆
様（

累
計
金
25
万
円
）

髙
田
　
貞
二
様（

累
計
金
10
万
円
）

畠
中
　
茂
　
様
　
匿
名
　
３
名

◇
金
４
万
円

大
西
　
　
勲
様（

累
計
金
10
万
円
）

◇
金
３
万
円

深
澤
　
昭
彦
様（

累
計
金
14
万
円
）

◇
金
２
万
円

麻
井
　
　
孝
様
　
齊
藤
　
和
明
様

◇
金
１
万
円

谷
嶋
　
俊
夫
様（

累
計
金
６
万
円
）

【
元
教
職
員
】

◇
金
20
万
円

福
岡
　
正
巳
様

（
累
計
金
１
１
１
万
円
）

◇
金
10
万
円

小
原
　
嗣
朗
様（

累
計
金
20
万
円
）

【
教
職
員
】

◇
金
２
０
０
万
円

匿
名
　
１
名

◇
金
１
０
０
万
円

横
山
　
和
夫
様

（
累
計
金
１
５
０
０
万
円
）

◇
金
50
万
円

藤
嶋
　
　
昭
様

（
累
計
金
１
１
０
万
円
）

吉
本
　
成
香
様

（
累
計
金
１
６
０
万
円
）

◇
金
25
万
円

池
北
　
雅
彦
様

（
累
計
金
１
９
０
万
円
）

◇
金
20
万
円

村
岡
　
正
宏
様

◇
金
10
万
円

石
原
　
研
而
様（

累
計
金
15
万
円
）

北
井
　
義
久
様
　
小
林
　
真
美
様

齊
藤
　
恵
一
様
　
白
川
　
晋
吾
様

須
永
　
孝
隆
様
　
関
根
　
強
一
様

園
部
　
隆
夫
様
　
孫
　
　
国
鳳
様

谷
内
　
宏
行
様
　
豊
田
　
浩
一
様

平
野
　
一
美
様
　

藤
野
　
仁
三
様

（
累
計
金
１
３
５
万
円
）

本
郷
　
孔
洋
様
　
本
間
　
祥
介
様

三
山
　
裕
三
様
　
匿
名
　
２
名

◇
金
５
万
円

芝
田
興
太
郎
様

髙
　
　
久
晴
様（

累
計
金
25
万
円
）

髙
野
　
　
忠
様
　
矢
﨑
　
裕
二
様

◇
金
４
万
円

土
屋
　
弘
之
様（

累
計
金
11
万
円
）

◇
金
３
万
円

石
原
さ
や
子
様

◇
金
２
万
５
０
０
０
円

白
石
　
安
男
様

（
累
計
金
１
９
７
万
円
）

◇
金
２
万
円

磯
部
　
芳
恵
様

山
下
　
輝
雄
様

（
累
計
金
１
０
０
万
円
）

◇
金
１
万
円

加
賀
谷
貞
夫
様（

累
計
金
29
万
円
）

佐
伯
　
政
俊
様

（
累
計
金
４
万
５
０
０
０
円
）

宗
定
　
　
勇
様
　
高
野
　
繁
男
様

濱
中
　
正
男
様
　

◇
金
２
０
０
０
円

樋
上
　
賀
一
様

（
累
計
金
３
０
０
０
円
）

【
法
人
】

◇
金
７
０
０
０
万
円

清
水
建
設
株
式
会
社
様

◇
金
５
０
０
万
円

飛
島
建
設
株
式
会
社
様

（
累
計
１
５
０
０
万
円
）

◇
金
３
０
０
万
円

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
株
式
会
社
様

◇
金
２
０
０
万
円

昭
和
空
調
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株

式
会
社
様（

累
計
金
４
０
０
万
円
）

◇
金
１
０
０
万
円

神
栄
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
様

（
累
計
１
０
０
０
万
円
）

◇
金
15
万
円

理
窓
会
倶
楽
部
運
営
委
員
会
様

（
累
計
金
１
０
０
万
円
）

【
団
体
】

◇
金
１
２
５
万
円

東
京
理
科
大
学
同
窓
経
営
者
会
様

◇
金
13
万
円

理
窓
卓
球
会
（
体
育
局
卓
球
部
Ｏ

﹇
個
人
﹈　 

（
６
１
３
７
名
）

10
億
１
５
２
９
万
９
０
０
１
円

﹇
法
人
﹈　 

（
３
７
９
社
）

10
億
３
１
９
万
円

﹇
団
体
﹈ 

　（
２
５
５
団
体
）

３
７
６
２
万
７
３
４
３
円

﹇
こ
う
よ
う
会
﹈　 （
２
６
９
９
件
）

１
億
８
１
９
６
万
６
２
９
０
円

Ｂ
会
）
様

（
累
計
金
１
５
５
万
１
０
０
０
円
）

　
塚
本
　
桓
世
様

◇
金
３
万
円

茨
城
県
庁
同
窓
会
様

　
安
藤
　
弘
晶
様
　
他

東
京
理
科
大
学
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

Ｏ
Ｂ
会
様

（
累
計
金
21
万
２
０
０
０
円
）

◇
金
２
万
１
０
０
０
円

１
部
軟
式
庭
球
部
Ｏ
Ｂ
会
様

（
累
計
金
40
万
４
０
０
０
円
）

【
こ
う
よ
う
会
】

◇
金
23
万
５
０
０
０
円

個
人
　
５
名

（
累
計
金
１
億
８
１
９
６
万
６
２
９
０
円
）

○
入
金
額

﹇
個
人
﹈　 

（
73
名
）

１
７
４
５
万
７
０
０
０
円

﹇
法
人
﹈　 

（
６
社
）

８
１
１
５
万
円

﹇
団
体
﹈　 

（
５
団
体
）

１
４
６
万
１
０
０
０
円

﹇
こ
う
よ
う
会
﹈　 

（
５
件
）

23
万
５
０
０
０
円

○
寄
付
総
額
（
2
0
0
3
年
11

月
1
日
〜
2
0
1
0
年
5
月
31

日
）

用
」
と
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
今

年
度
か
ら
新
た
に
東
京
国
立
近

代
美
術
館
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー

の
観
覧
も
無
料
ま
た
は
割
引
料

金
と
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
こ

の
制
度
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

【
特
典
】

① 

所
蔵
作
品
展
お
よ
び
フ
ィ
ル

ム
セ
ン
タ
ー
所
蔵
作
品
上
映

　
東
京
理
科
大
学
は
、
今

年
度
も
「
国
立
美
術
館
キ

ャ
ン
パ
ス
メ
ン
バ
ー
ズ
」

に
入
会
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
学
校
教
育
に

お
い
て
美
術
館
を
有
効
に

活
用
し
、
学
生
や
教
職
員

の
美
術
に
親
し
む
機
会
を

よ
り
豊
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
、
大
学
な
ど

を
対
象
と
す
る
会
員
制
度

で
す
。

　
利
用
対
象
は
本
学
の
学

生
（
学
部
生
、
大
学
院

生
、
専
攻
科
生
）、
科
目
等

履
修
生
、
研
究
生
と
教
職

員
で
す
。
窓
口
で
学
生
証

や
職
員
証
を
提
示
し
、「
キ

ャ
ン
パ
ス
メ
ン
バ
ー
ズ
利

の
無
料
観
覧

② 

特
別
展
・
共
催
展
の
割
引
観

覧
　
各
館
の
特
別
展
・
共
催

展
を
割
引
料
金
（「
学
生
」

ま
た
は
「
一
般
」
の
団
体
料

金
）
で
観
覧
で
き
ま
す
。
料

金
に
つ
い
て
は
展
覧
会
に
よ

り
異
な
り
ま
す
の
で
、
各
館

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

③
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
の
特
別

上
映
・
共
催
上
映
の
割
引
観
覧

※料金の一例
　学生（大学生）
　　 通常800円
　　→割引後500円 
　教職員（一般）
　　 通常1300円
　　→割引後900円

美術館名 所在地 最近の主な展示企画・会期

東京国立近代美術館 東京都千代田区北の丸公園3-1 建築はどこにあるの？ ７つのイン
スタレーション［8月8日（日）まで］

http://www.momat.go.jp/Honkan/honkan.html
東京国立近代美術館
工芸館 東京都千代田区北の丸公園1-1 所蔵作品展 こども工芸館／おとな工

芸館 イロ×イロ［8月29日（日）まで］
http://www.momat.go.jp/CG/cg.html
東京国立近代美術館
フィルムセンター 東京都中央区京橋3-7-6 アニメーションの先駆者 大藤信

郎［9月9日（木）まで］
http://www.momat.go.jp/FC/fc.html

国立西洋美術館 東京都台東区上野公園7-7
ナポリ・宮廷と美―カポディモ
ンテ美術館展 ルネサンスからバ
ロックまで［9月26日（日）まで］

http://www.nmwa.go.jp/

国立新美術館 東京都港区六本木7-22-2 オルセー美術館展2010「ポスト
印象派」［8月16日（月）まで］

http://www.nact.jp/

京都国立近代美術館 京都府京都市左京区岡崎円勝寺町 Trouble in Paradise／生存のエ
シックス［8月22日（日）まで］

http://www.momak.go.jp/　
国立国際美術館 大阪府大阪市北区中之島4-2-55 横尾忠則全ポスター［9月12日（日）まで］
http://www.nmao.go.jp/

【対象美術館一覧】

創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
　

寄
付
者
芳
名

　「
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
募
金
」
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
ご
寄
付

を
賜
っ
た
方
々
の
ご
芳
名
を
掲
載
し
ま
す
。
今
回
は
、
2
0
1
0
年
2
月
1

日
〜
2
0
1
0
年
5
月
31
日
ま
で
に
お
振
り
込
み
い
た
だ
い
た
分
で
す
。

　
な
お
、
2
0
0
3
年
11
月
か
ら
開
始
い
た
し
ま
し
た
「
創
立
百
二
十
五
周

年
記
念
事
業
募
金
」
は
、
す
べ
て
の
お
取
り
扱
い
が
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
に
ご
支
援
ご
協
力
賜
り
ま
し
た
皆
さ
ま
に
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
ご
寄
付
は
維
持
拡
充
資
金
（
第
二
期
）
を
募
集
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

薬学部50周年記念式典薬学部50周年記念式典
学生・卒業生・大学関係者ら、540人が出席

旧
交
を
温
め
合
う
参
加
者

こ
れ
ま
で
携
わ
っ
た
教
職
員
を
壇
上
で
紹
介

ホワイトコートセレモニーの一幕

塚本理事長（左から5人目）、藤嶋学長（同6人目）を囲んで記念撮影

　
5
月
26
日（
水
）
17
時
30
分

か
ら
ア
グ
ネ
ス
ホ
テ
ル
に
お
い

て
、
恒
例
の
同
窓
高
等
学
校
長

懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
は
全
国
高
等
学
校
長
協

会
が
主
催
す
る
総
会
・
研
究
協

議
会
の
開
催
日
に
合
わ
せ
て
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
全
国
の
同
窓
高
等
学
校
長
97

人
の
う
ち
、
25
人
の
校
長
か
ら

参
加
申
し
込
み
が
あ
り
、
本
学

か
ら
は
塚
本
桓
世
理
事
長
、
藤

嶋
昭
学
長
を
は
じ
め
各
学
部

長
、
教
育
実
習
指
導
担
当
教
員

な
ど
が
出
席
し
、
総
勢
47
人
の

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
懇
談
会
で
は
、
塚
本
理
事

長
、
藤
嶋
学
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
同
窓
高
等
学
校
長
を
代
表

し
て
新
潟
県
立
国
際
情
報
高
等

学
校
の
上
野
順
治
校
長
か
ら
、

理
学
部
数
学
科
在
籍
中
の
懐
か

し
い
思
い
出
話
や
、
高
等
学
校

の
現
状
、
さ
ら
に
本
学
に
対
す

る
熱
い
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な

ど
が
寄
せ
ら
れ
、
教
育
現
場
に

携
わ
る
校
長
先
生
方
と
大
学
側

と
の
貴
重
な
交
流
の
場
と
し
て

大
変
有
意
義
な
会
と
な
り
ま
し

た
。

同
窓
高
等
学
校
長
懇
談
会
開
か
れ
る

「
国
立
美
術
館
キ
ャ
ン
パ
ス
メ
ン
バ
ー
ズ
」
学
生
な
ど
無
料
・

割
引
観
覧
が
可
能
に

初
代
5
年
生
「
白
衣
授
与
式
」

薬
剤
師
と
し
て
の
責
任
と
自
覚
を
！

『
数
学
小
辞
典
』が
刊
行

　
本
学
数
学
教
育
研
究
所
編
集 

「
数
学
小
辞
典 

第
2
版
」（
矢
野
健

太
郎
編
・
共
立
出
版
）
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
本
学
の
創
立
1
2
5

周
年
記
念
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
、

小
学
校
か
ら
大
学
ま
で
の
教
科
書
に
出
て
く
る
数
学
の
基
礎
用
語

お
よ
び
電
子
計
算
機
用
語
な
ど
を
幅
広
く
取
り
上
げ
て
、
綿
密
な

解
説
を
加
え
た
実
用
辞
典
で
す
。

　
国
語
辞
典
で
単
語
を
引
く
よ
う
に
数
学
用
語
の
意
味
を
調
べ
ら

れ
る
便
利
な
五
十
音
順
小

項
目
主
義
の
辞
典
で
、
用

語
が
分
か
り
や
す
く
解
説

さ
れ
て
い
ま
す
。
定
価
は

5
7
7
5
円（
税
込
）。
全

国
の
書
店
で
お
求
め
い
た

だ
け
ま
す
。



　「
葛
飾
区
は
、
江
戸
時
代
か

ら
続
く
歴
史
あ
る
緑
や
森
が
多

い
街
で
、
本
学
が
キ
ャ
ン
パ
ス

を
開
設
す
る
地
区
も
、
両
岸
を

川
に
挟
ま
れ
た
中
州
地
区
。
近

く
に
は
広
大
な
水
と
緑
に
囲
ま

れ
た
水
元
公
園
も
あ
り
ま
す
。

人
々
が
集
い
、
文
化
や
経
済
が

発
展
し
知
識
が
集
積
す
る
場
所

は
、
歴
史
上
、
水
と
緑
に
囲
ま

れ
た
土
地
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。
パ
リ
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
も
そ
う
で
す
し
、
葛
飾
区
が

友
好
都
市
提
携
し
て
い
る
ウ
ィ

ー
ン
も
、
ド
ナ
ウ
川
と
運
河
が

街
の
中
心
を
流
れ
て
い
ま
す
。

金
町
の
駅
か
ら
徒
歩
10
分
足
ら

ず
で
ア
ク
セ
ス
で
き
、
か
つ
こ

れ
だ
け
緑
の
多
い
場
所
は
、
都

心
か
ら
15
㎞
圏
内
と
い
う
距
離

を
含
め
、
他
に
は
な
い
で
し
ょ

う
」。（
塚
本
理
事
長
）

　
神
楽
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
と
野
田

キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
間
地
点
に
立

地
す
る
葛
飾
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、

学
部
・
学
科
の
垣
根
を
越
え
た

横
断
的
な
教
育
・
研
究
を
行
う

場
所
と
し
て
、
ま
た
国
際
的
な

学
会
を
開
く
場
所
と
し
て
も
最

適
な
場
所
に
な
り
ま
す
。
葛
飾

区
の
区
の
花
で
あ
る
「
花
菖

蒲
」
や
、
区
の
木
で
あ
る
「
し

だ
れ
や
な
ぎ
」
な
ど
が
あ
ふ

れ
、
欧
米
の
教
育
機
関
の
環
境

と
肩
を
並
べ
る
緑
豊
か
な
学
園

パ
ー
ク
型
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
東

京
の
新
し
い
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
　

　
校
舎
は
機
能
別
に
、
研
究
・

実
験
用
の
設
備
、
教
育
・
事
務

用
の
設
備
、
体
育
・
厚
生
用
の

設
備
と
し
て
分
類
さ
れ
設
計
さ

れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
F
棟

は
、
各
学
科
か
ら
特
殊
な
要
件

が
求
め
ら
れ
る
実
験
施
設
を

集
め
、
単
独
の
設
備
と
し
て

構
築
さ
れ
る
た
め
、
最
新
の

機
器
導
入
や
、
巨
大
実
験
機

械
な
ど
の
搬
入
や
入
れ
替
え

を
容
易
に
で
き
る
よ
う
設
計

さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
わ
が
国
に
お
け
る
理
工
系

大
学
の
研
究
設
備
は
、
教
育
や

学
問
の
発
展
、
研
究
分
野
の
広

が
り
と
歩
み
を
同
じ
く
し
て
設

備
が
拡
張
さ
れ
て
き
た
た
め
、

増
築
の
繰
り
返
し
、
悪
く
言
え

ば
場
当
た
り
的
に
キ
ャ
ン
パ
ス

を
拡
張
し
て
き
た
の
が
現
状
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
、

葛
飾
区
の
全
面
的
な
協
力
を
得

て
、
ま
た
各
分
野
の
ご
専
門
の

方
々
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
非

常
に
有
機
的
に
、
こ
れ
か
ら
の

新
し
い
理
工
系
総
合
大
学
に
ふ

さ
わ
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
の
コ
ン

セ
プ
ト
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
設
計
思
想
や
理

想
の
知
的
空
間
を
追
求
す
る
試

み
は
、
教
育
や
研
究
領
域
に
お

い
て
ま
す
ま
す
必
要
不
可
欠
な

要
素
と
な
る
こ
と
で
し
ょ

う
」。（
塚
本
理
事
長
）
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葛飾でスタートする、
東京理科大学の新しい世界

葛 飾 キ ャ ン パ ス 計 画 の 全 体 像

計
画
の
進
捗
を
塚
本
理
事
長
に
聞
く

学
園
パ
ー
ク
型
キ
ャ
ンパス
に

ふ
さ
わ
し
い
、恵
ま
れ
た
立
地
条
件

A
〜
F
の
6
棟
の
校
舎
を

有
機
的
、か
つ
機
能
別
に
整
備

　
本
学
は
、
平
成
25
年
4
月
に
葛
飾
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
設

し
ま
す
。
平
成
21
年
3
月
26
日
に
葛
飾
区
と
の
間
で
結
ん

だ
基
本
協
定
か
ら
1
年
余
り
が
経
過
し
、
4
学
部
9
学
科

の
学
部
・
学
科
構
成
も
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
3
万
㎡

の
土
地
を
有
効
に
活
用
す
る
基
本
設
計
プ
ラ
ン
も
確
定

し
、
現
在
は
実
施
設
計
の
段
階
に
進
ん
で
い
ま
す
。
今
回

は
、
先
端
融
合
領
域
の
研
究
の
場
と
な
る
〝
学
園
パ
ー
ク

型
キ
ャ
ン
パ
ス
〞
の
詳
細
に
つ
い
て
、
塚
本
理
事
長
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

学
校
法
人
東
京
理
科
大
学  

理
事
長

塚
本 

桓
世 

葛飾キャンパスについて

大学院組織は、上記の学科に対応して理学・工学・基礎工学の3研究科に
属する7つの専攻を葛飾キャンパスに移転します。

移 転 学 科 理学部第一部　応用物理学科
工学部第一部　建築学科／電気工学科／機械工学科
工学部第二部　建築学科／電気工学科
基礎工学部　　電子応用工学科／材料工学科／生物工学科

4学部9学科を集約させ、学部・学科を超え
たコミュニケーションスペースを設けること
により知的交流を促します。

神楽坂、野田の両キャンパスの中間点に位置する葛飾
キャンパスは、神楽坂キャンパスの狭隘問題の解決策と
して大きな役割を果たします。また、キャンパス間の連携
により、東京理科大学全体の発展が期待されています。
さらに、教育・研究機関としてのみならず、公園と融合し
た広大な敷地を開放するなど、地域密着型キャンパスと
して周辺地域の活性化にも貢献していきます。

ＪＲ常磐線（東京メトロ千代田線）・金町駅
京成金町線 京成金町駅 徒歩１０分



　
葛
飾
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
建
築

物
の
環
境
性
能
評
価
シ
ス
テ
ム

C
A
S
B
E
E
に
準
拠
し
、
最

高
の
S
ラ
ン
ク
評
価
を
目
標
に

設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
長
寿
命
化
は
も
ち
ろ

ん
、
維
持
管
理
の
簡
素
化
も
追

求
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
太
陽

光
発
電
パ
ネ
ル
の
設
置
や
、
雨

水
利
用
、
屋
上
緑
化
な
ど
の
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
も
ふ
ん

だ
ん
に
取
り
入
れ
、
緑
の
中
に

立
地
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し

て
、
自
然
と
の
共
生
を
目
指
し

ま
す
。

　「
キ
ャ
ン
パ
ス
を
中
心
に
、

新
た
な
〝
鎮
守
の
森
〞
を
造
成

す
る
つ
も
り
で
プ
ラ
ン
を
練
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
大
学

は
、
地
域
と
さ
ら
に
密
着
し
、

学
生
だ
け
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は

な
く
、
そ
こ
で
生
活
す
る
区
民

の
方
々
に
必
要
と
さ
れ
る
キ
ャ

ン
パ
ス
づ
く
り
を
目
指
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
区
民
の
方

々
が
キ
ャ
ン
パ
ス
内
を
自
由
に

散
策
で
き
る
、
街
と
一
体
と
な

っ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
を
生
み
出
し

ま
す
。
併
設
さ
れ
る
図
書
館
や

集
会
場
は
、
利
用
者
を
本
学
関

係
者
に
限
定
せ
ず
、
区
の
施
設

と
し
て
も
活
用
で
き
る
よ
う
設

計
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
の

集
会
場
に
は
常
設
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
、
子
ど
も
向
け
の
サ
イ
エ

ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
や
、
科
学
技

術
セ
ン
タ
ー
も
設
置
し
ま

す
」。（
塚
本
理
事
長
）

　
集
会
場
は
、
ホ
ワ
イ
エ
、

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
、
ガ
ー
デ
ン

ラ
ウ
ン
ジ
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

ラ
ウ
ン
ジ
な
ど
、
空
間
を
存

分
に
活
用
し
、
開
か
れ
た
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
設
計
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
音
響
設
備
や

最
新
の
メ
デ
ィ
ア
シ
ス
テ
ム

の
導
入
も
予
定
さ
れ
て
お

り
、
国
際
会
議
を
行
う
拠
点

と
し
て
も
十
分
活
用
で
き
ま

す
。
東
京
の
新
し
い
地
域
交

流
の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
国

際
的
な
研
究
発
表
の
場
と
し

て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
か
つ
ロ
ー

カ
ル
に
評
判
を
呼
ぶ
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　「
計
画
で
は
、
本
学
の
３
万

㎡
の
敷
地
と
隣
接
し
て
区
の
公

園
施
設
が
２
万
㎡
あ
り
、
ま
た

共
同
で
開
発
を
進
め
る
ス
ペ
ー

ス
が
1
万
㎡
あ
り
ま
す
。
集
会

場
や
体
育
館
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
と
の
産
学
連
携
が
活
性
化

す
れ
ば
、
さ
ら
に
新
し
い
試
み

が
で
き
る
よ
う
な
拡
張
性
も
も

た
せ
て
い
ま
す
。
葛
飾
区
に

は
、
大
田
区
な
ど
と
並
び
、
日

本
の
製
造
業
を
支
え
る
中
小
企

業
が
多
く
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
三
菱
ガ
ス
化
学
の
研
究

所
や
、
日
本
の
セ
ル
ロ
イ
ド
発

祥
の
地
に
お
い
て
成
長
し
て
き

た
玩
具
製
造
、
タ
カ
ラ
ト
ミ
ー

の
本
社
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

墨
や
銀
器
・
銅
器
な
ど
伝
統
工

業
品
の
製
造
も
行
わ
れ
て
お

り
、
本
学
の
研
究
・
開
発
力
と

地
場
の
技
術
力
と
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
が
、
必
ず
新
し
い
価

値
を
生
み
出
す
こ
と
で
し
ょ

う
」。（
塚
本
理
事
長
）

　
葛
飾
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
野

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
ラ
イ
フ
サ

イ
エ
ン
ス
関
連
分
野
の
集
積
と

同
様
に
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
中
心
と
し
た
知
の
集
積
を
行

う
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
＋
ナ
ノ
テ
ク
、
バ
イ
オ
＋
ナ

ノ
テ
ク
＋
情
報
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

＋
ナ
ノ
テ
ク
＋
環
境
の
３
本
を

柱
と
し
て
、
先
端
融
合
領
域
の

研
究
と
教
育
の
創
出
を
試
み
ま

す
。
ま
た
、
新
し
い
教
養
教

育
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
と
リ
ベ

ラ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
を
統
合
し
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
実
現
な
ど
、

学
問
、
研
究
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

で
、
着
実
に
整
備
を
進
め
る
予

定
で
す
。

　
神
楽
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
と
野
田

キ
ャ
ン
パ
ス
の
新
し
い
結
節
点

と
し
て
、
葛
飾
キ
ャ
ン
パ
ス
は

本
学
の
新
展
開
を
支
え
て
い
く

拠
点
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

本
学
は
次
の
10
年
、
20
年
を
見

据
え
、
し
っ
か
り
と
し
た
コ
ン

セ
プ
ト
に
基
づ
き
、
学
部
、
学

科
と
い
う
枠
を
超
え
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
力
で
、
発
展
を
続
け
て

い
き
ま
す
。
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環
境
負
荷
を
抑
え
た
、エ
コ
志
向
の

オ
ー
プ
ン
な
未
来
型
キ
ャ
ン
パ
ス

東
京
理
科
大
学
の

次
の
10
年・20
年
を
見
据
え
て

工事名称  ： 東京理科大学葛飾キャンパス計画
発注者名  : 東京理科大学
工事場所  : 東京都葛飾区新宿6丁目3602-1、2
工事期間  : 2011年5月～2012年12月

配置計画計画概要

学生や教職員だけでなく、地域の人々にも利用できるように、ガーデ
ンラウンジやカフェテリアを併設した居心地のよい空間を実現します。

日ごろの教育・研究活動の成果を学内外へ発表する場、かつ学生の
自由な活動を表現する場として、600人規模の集会場を用意します。

地域の人 も々利用可能な、快適で居心地のよい図書館 教育・研究活動を育み、出会いの場となる集会場

地球に優しいキャンパスの創出
新しいキャンパスは単に機能性、効率性を高めるばかりでな
く、緑の中に建つキャンパスとして内外の空間を魅力的なも
のに高め、学生・教職員、そして地域の人々に対して愛され親
しまれる環境とすることが重要です。それらを具現化する方策
として各種取り組みが検討されており、最終的には環境性
能評価システムＣＡＳＢＥＥのＳランク評価を目指します。

建物名称 建築面積 延床面積 階数 建物高さ

Ａ・Ｃ棟 約5,700㎡ 約44,000㎡ 地上11階 約45ｍ

Ｂ棟 約3,700㎡ 約17,000㎡ 地上 ７階 約30ｍ

Ｆ棟 約850㎡ 約3,350㎡ 地上 ４階 約20ｍ

Ｆ'棟 約150㎡ 約150㎡ 地上 １階 約10ｍ

体育館棟 約2,500㎡ 約5,500㎡ 地上 ４階 約20ｍ

図書館・
集会場棟 約4,000㎡ 約11,500㎡ 地上 ４階 約30ｍ

キャンパスモール

ガーデンパス

エントランス広場

交流スペース

研究・実験機能

教育・事務機能

体育・厚生機能

水元回廊から図書館・集会場棟に向けて並
木が連続するキャンパスモールとし、地域の
顔となるような印象的な景観を創出する。

公園同士をつなぐなど、地域の回遊性を高
める抜け道空間を確保する。

交差点に面する複数の街区の連結により
地域の玄関口となる一体的なオープンスペ
ースを確保する。

キャンパスモールに沿って、各棟にラウンジ
空間を配置し、知的交流の活性化を促すス
ペースとして利用する。キャンパスモールの
アイストップとして、地域交流の拠点となる
図書館・集会場を配置する。

●A・C棟は研究機能の拠点として4学部
9学科からなり、研究室（教員室）と実験
室、ゼミ室で構成される。

●F・F ’棟は各学科から特殊な要件が求め
られる実験施設を集め、単独棟として計
画する。

●B棟1階は学生対応の窓口業務を主と
する事務諸室を、6～7階にはその他の
事務室を配置する。

●B棟2～5階は30～210人教室、ターミ
ナル室を配置する。

●体育館の大アリーナは広場とつながる
開口を設ける。また、キャンパス中央に
位置するC棟1、2階には学生食堂・売
店を配置する。

集会場内観図書館メディアラウンジ

大学と地域の共有スペース

機能性を意識した建物配置

School  Park  Model  Campus

　
7
月
3
日（
土
）、

葛
飾
区
中
央
図
書
館

で
、
葛
飾
区
民
を
対

象
と
し
た
公
開
講
座

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
公
開
講
座
は

葛
飾
キ
ャ
ン
パ
ス
開

設
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
昨
年
度
か
ら

実
施
さ
れ
て
お
り
、

年
間
約
8
講
座
が
開

講
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
安
藤
優
一
郎

氏
（
歴
史
家
）
に
よ

る
「
龍
馬
を
継
い
だ

男
　
岩
崎
弥
太
郎
　
〜
土
佐
藩
か

ら
み
た
明
治
維
新
」
と
酒
井
美
佐

子
氏
（
薬
剤
師
）
に
よ
る
「
サ
プ

リ
メ
ン
ト
を
選
ぶ
と
き
の
知
っ
て

お
き
た
い
ポ
イ
ン
ト
」
の
2
講
座

が
開
講
さ
れ
、
ど
ち
ら
の
講
座
も

定
員
の
80
人
以
上
の
申
込
み
が
あ

り
大
変
盛
況
で
し
た
。

　
岩
崎
弥
太
郎
の
講
座
で
は
、
弥

太
郎
と
龍
馬
と
の
関
係
、
ま
た
弥

太
郎
の
足
跡
を
追
い
か
け
る
こ
と

で
み
え
る
意
外
な
龍
馬
の
姿
、
土

佐
藩
か
ら
見
た
幕
末
史
に
つ
い
て

解
説
。
参
加
し
た
方
か
ら
は
「
弥

太
郎
と
龍
馬
が
混
沌
と
し
た
幕
末

の
中
で
ど
の
よ
う
に
生
き
た
か
非

常
に
分
か
り
や
す
く
説
明
い
た
だ

き
ま
し
た
。
N
H
K
の
大
河
ド
ラ

マ
「
龍
馬
伝
」
も
い
っ
そ
う
楽
し

く
見
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
」

と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
講
座
で
は
、

サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
機
能
別
分
類
、

商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
読
み
方
、
栄

養
成
分
の
配
合
量
、
効
果
的
な
摂

取
タ
イ
ミ
ン
グ
や
摂
る
と
き
の
注

意
事
項
に
つ
い
て
解
説
。
受
講
し

た
方
は
実
際
に
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を

服
用
し
て
い
る
方
が
多
く
、
講
座

終
了
後
に
は
、
自
身
が
使
用
し
て

い
る
サ
プ
リ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の

質
問
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

葛
飾
区
で
公
開
講
座
を
実
施

葛
飾
区
と
の
共
同
イ
ベ
ン
ト

お
も
ち
ゃ
ア
イ
デ
ィ
ア
コ
ン
ク
ー
ル

東
京
理
科
大
学
で
は
、地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
、地
元
葛
飾
区

な
ど
と
共
同
で
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。も
の
づ
く
り
を

通
し
て
、地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
科
学
や
技
術
の
楽
し
さ
を
伝

え
ま
す
。詳
細
は
広
報
課 

0
3・5
2
2
8・8
1
0
7
 ま
で
。
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図書館
集会場
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公園 A地区

公園 A地区

水
元
回
廊

新宿北通り

新宿北通り

F’ 棟

F’ 棟



福
山
　
来
年
、
東
京
理
科
大
学

は
創
立
１
３
０
周
年
を
迎
え
ま

す
。
本
日
は
、
法
人
傘
下
の
各

大
学
の
学
長
に
お
集
ま
り
い
た

だ
き
、『
２
０
１
０
年
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
、
東
京
理
科
大
学

の
新
し
い
未
来
』
と
い
う
表
題

の
も
と
で
、
思
う
存
分
、
意
見

交
換
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
在
学
生
の
特
徴
と
教

育
方
針
に
つ
い
て
、
藤
嶋
学
長

い
か
か
で
し
ょ
う
か
？
　

藤
嶋

　私
は
新
入
生
に
直
接
講

河
村

　私
は
諏
訪
東
京
理
科
大

学
に
赴
任
す
る
ま
で
の
20
年

間
、
理
工
学
部
の
教
員
で
し
た

の
で
、
諏
訪
で
も
理
科
大
生
の

特
徴
や
教
員
の
接
し
方
、
そ
の

根
底
に
脈
々
と
引
き
継
が
れ
て

い
る
伝
統
や
遺
伝
子
が
、
強
く

根
付
い
て
い
る
と
感
じ
ま
し

た
。
違
う
の
は
、
教
員
と
学
生

と
の
距
離
が
さ
ら
に
近
い
こ

と
。
教
員
も
学
生
の
名
前
を
ほ

ぼ
覚
え
て
い
ま
す
し
、「
し
っ

か
り
や
っ
て
い
る
か
？
」「
顔

を
見
な
い
け
れ
ど
、
ど
う
か
し

た
か
？
」
と
い
う
会
話
が
日
常

的
に
な
さ
れ
て
い
る
。
学
生
た

ち
も
廊
下
で
会
え
ば
挨
拶
し
、

話
し
か
け
て
き
ま
す
。
諏
訪

は
、
非
常
に
緊
密
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
大
学
で
あ

り
、
そ
の
規
模
で
教
育
が
で
き

る
こ
と
が
特
徴
だ
と
思
い
ま
す

ね
。
理
科
大
の
理
念
は
『
理
学

の
普
及
』
を
も
っ
て
貢
献
す
る

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
を

諏
訪
、
信
州
の
地
で
実
践
し
て

い
る
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
す
。

塚
本

　「理
科
大
生
は
真
面
目

で
お
と
な
し
い
」
と
い
う
一
面

は
、
確
か
に
昔
の
特
徴
だ
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
学
生
が
積

極
的
に
な
っ
て
き
た
こ
と
は
、

新
し
い
東
京
理
科
大
学
の
学
生

像
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
藤
嶋
学
長
の
お
話
に
も
共

通
し
て
い
る
と
思
う
の
で
す

が
、
明
確
な
意
志
を
持
っ
た
学

生
た
ち
が
集
ま
っ
て
き
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
。
つ
ま
り

〝
志
〞
が
積
極
性
を
生
ん
で
い

義
を
し
た
い
と
思
い
、
８
学
部

の
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
最
初
の
１
時

間
、
話
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
理
工
学
部
の
講
演
で
は
、

体
育
館
に
約
１
３
０
０
人
も
の

学
生
が
集
ま
り
、
後
ろ
で
は
立

っ
て
聞
い
て
く
れ
る
学
生
も
い

ま
し
た
。
最
後
に
「
質
問
を
ど

う
ぞ
」
と
言
う
と
、
あ
る
女
子

学
生
の
「
将
来
、
研
究
者
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
研

究
者
と
し
て
ど
ん
な
心
構
え
で

勉
強
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う

か
？
」
と
い
う
質
問
か
ら
始
ま

り
、
見
知
ら
ぬ
大
勢
の
人
前

で
、
何
人
も
の
学
生
が
手
を
挙

げ
て
く
る
。
こ
の
勇
気
、
度
胸

は
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し

た
。

　
そ
れ
ま
で
の
理
科
大
生
の
印

象
は
、
真
面
目
で
お
と
な
し
い

と
い
う
も
の
で
し
た
が
、
私
は

こ
の
時
、
彼
ら
は
強
い
意
志
を

持
っ
て
い
る
、
と
感
じ
ま
し

た
。
こ
の
積
極
性
を
大
切
に
、

自
分
を
磨
く
た
め
の
方
法
す
べ

て
に
わ
た
っ
て
支
援
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

る
と
い
い
ま
す
か
、
理
学
・
工

学
を
学
び
た
い
と
い
う
強
い
意

志
、
そ
う
い
う
気
持
ち
を
今
の

閉
塞
的
社
会
状
況
の
な
か
で
も

し
っ
か
り
と
持
っ
て
い
る
若
者

が
集
ま
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の

気
持
ち
に
応
え
、
能
力
を
存
分

に
伸
ば
し
て
あ
げ
た
い
と
感
じ

ま
す
ね
。

　
一
方
、
山
口
東
京
理
科
大
学

の
学
生
は
地
味
だ

け
れ
ど
も
真
面
目

で
芯
が
強
い
。
ど

ち
ら
の
タ
イ
プ
で

も
、
学
生
と
教
員

が
切
磋
琢
磨
し
、

互
い
の
信
頼
感
に

根
ざ
し
た
関
係
を

育
ん
で
い
く
こ
と

が
重
要
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
う
い
っ
た
時

代
だ
か
ら
こ
そ
大

切
に
し
た
い
人
間

関
係
、
そ
れ
が
理

学
・
工
学
を
通
し

て
育
ま
れ
て
い
く

の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
よ
く
、

教
員
は
昔
の
感
覚

で
教
え
よ
う
と
し
ま
す
。
と
こ

ろ
が
、
学
生
と
教
員
と
の
間
に

ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

と
く
に
今
は
昔
と
比
べ
る
と
中

学
、
高
校
ま
で
の
教
育
が
希
薄

で
す
。
山
口
で
は
３
学
科
あ
り

ま
す
が
、
も
う
一
度
、
基
礎
を

き
ち
ん
と
や
ろ
う
と
い
う
こ
と

で
、
全
学
科
の
学
生
を
ば
ら
ば

ら
に
混
ぜ
、
数
学
と
理
科
と
英

語
を
中
心
に
し
た
授
業
を
最
初

に
行
っ
て
い
ま
す
。
基
礎
的
な

力
を
身
に
つ
け
て
か
ら
、
２
年

生
で
専
門
的
な
学
び
へ
と
入
っ

て
い
く
。
大
学
が
き
ち
ん
と
や
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強
い
意
志
と
積
極
性
を
兼
ね
備
え
た

学
生
の
台
頭
に
期
待

建
学
の
理
念
「
理
学
の
普
及
」の
も
と

引
き
継
が
れ
る
理
科
大
の
伝
統
と
遺
伝
子

れ
ば
、
学
生
た
ち

も
つ
い
て
き
ま
す
。

河
村

　諏
訪
理
大

も
、
１
年
目
は
小

さ
な
ク
ラ
ス
に
分

け
て
丁
寧
に
導
入

教
育
を
行
っ
て
い

ま
す
。『
工
学
と

経
営
学
の
融
合
教

育
』
の
方
針
の

下
、
導
入
と
し
て

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン

ゼ
ミ
と
い
う
授
業

を
受
け
さ
せ
、
そ

こ
で
そ
の
意
識
を

養
い
ま
す
。
各
学

科
か
ら
集
ま
っ
た

学
生
た
ち
に
そ
れ

ぞ
れ
教
員
が
つ

き
、
自
分
た
ち
で

好
き
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
、
研

究
さ
せ
て
い
く
。
そ
れ
に
よ
っ

て
、
学
科
を
越
え
た
横
の
交
流

も
生
ま
れ
て
い
き
ま
す
。
さ
ら

に
、
３
年
生
に
な
る
と
総
合
演

習
が
あ
り
、
そ
こ
で
も
３
学
科

か
ら
集
ま
っ
た
10
人
程
度
の
グ

ル
ー
プ
が
、
自
主
的
に
テ
ー
マ

を
決
め
、
研
究
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
す
る
と
、
自
分
は
太
陽

光
を
や
り
た
い
、
山
が
近
い
の

で
バ
イ
オ
マ
ス
を
や
り
た
い

と
、
い
ろ
ん
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が

出
て
く
る
ん
で
す
ね
。
環
境
を

大
切
に
す
る
、
あ
る
い
は
新
し

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
り
出
す
な

ど
、
学
生
た
ち
が
自
主
的
に
持

つ
問
題
意
識
に
、
技
術
面
、
経

営
面
を
付
加
し
、
具
体
的
な
解

決
方
法
へ
の
取
り
組
み
を
学
ん

で
い
く
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

藤
嶋

　基
礎
学
力
は
大
切
で
す

よ
ね
。
東
京
理
科
大
学
に
は
関

門
科
目
が
あ
っ
て
、
１
年
次
、

２
年
次
と
、
本
当
に
実
力
を
つ

け
た
学
生
し
か
進
級
さ
せ
な
い

方
針
が
あ
り
、
素
晴
ら
し
い
伝

統
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
馬

場
錬
成
先
生
（
本
学
専
門
職
大

学
院
Ｍ
Ｉ
Ｐ
教
授
）
が
書
か
れ

た
『
物
理
学
校
』（
中
央
公
論

新
社
）
の
話
を
新
入
生
に
も
話

し
て
い
ま
す
が
、
明
治
30
年
前

後
の
、
当
時
の
東
京
物
理
学
校

の
入
学
希
望
者
は
約
１
０
０
０

人
。
そ
し
て
、
卒
業
で
き
た
人

は
、
な
ん
と
僅
か
30
人
で
す
。

本
当
に
実
力
を
つ
け
た
者
し
か

卒
業
さ
せ
な
か
っ
た
。
そ
し
て

卒
業
生
は
全
国
に
散
っ
て
教
育

者
と
な
り
、
数
学
や
物
理
の
先

生
は
理
科
大
卒
だ
と
い
う
伝
統

が
で
き
て
い
き
ま
し
た
。

　
こ
の
伝
統
が
今
に
生
き
て
い

る
と
い
う
素
晴
ら
し
さ
は
、
誇

り
に
思
う
べ
き
で
す
。
入
学
し

た
ら
、
と
こ
ろ
て
ん
方
式
で
全

員
卒
業
さ
せ
て
し
ま
う
大
学
が

多
い
中
で
、
こ
の
関
門
科
目
の

伝
統
は
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

福
山
　
教
育
に
関
し
て
は
、
東

京
理
科
大
学
創
立
の
と
き
の
精

神
が
脈
々
と
生
き
て
い
る
。
そ

れ
を
実
際
の
行
動
に
移
す
と
き

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
で
工
夫

が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
状
況

か
と
思
い
ま
す
。

　
で
は
、
理
工
系
の
総
合
大
学

と
し
て
、
教
育
と
同
じ
よ
う
に

大
き
な
側
面
で
あ
る
研
究
に
つ

い
て
話
題
を
移
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

藤
嶋

　東
京
理
科
大
学
で
は
、

最
先
端
の
研
究
を
多
く
扱
っ
て

い
ま
す
が
、
と
く
に
火
災
科
学

関
係
の
素
晴
ら
し
い
設
備
が
文

部
科
学
省
の
推
進
す
る
グ
ロ
ー

バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
採

択
さ
れ
、
施
設
も
新
し
く
な
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
国
際
火
災

科
学
研
究
科
が
新
し
く
こ
の
４

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
の

で
、
名
実
と
も
に
世
界
を
リ
ー

ド
す
る
学
問
教
育
科
に
な
り
ま

す
。
火
災
科
学
以
外
に
も
、
い

く
つ
か
の
研
究
の
柱
を
持
ち
た

い
と
い
う
の
が
私
の
希
望
で
、

他
の
先
生
方
に
も
お
願
い
申
し

上
げ
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
学

生
も
優
秀
で
、
進
学
率
も
高

く
、
マ
ス
タ
ー
ま
で
行
く
比
率

も
旧
帝
大
並
み
で
す
。
理
科
大

に
残
り
た
く
て
も
残
れ
な
か
っ

た
人
が
他
大
学
院
に
行
っ
て
喜

ば
れ
、
研
究
に
没
頭
し
て
い

る
。
ぜ
ひ
火
災
科
学
以
外
に

も
、
も
っ
と
軸
と
な
る
柱
を
い

く
つ
か
立
て
て
、
広
げ
て
い
き

た
い
と
強
く
望
ん
で
い
ま
す
。

長、諏訪東京理科大学の河村洋学長の３人に集まっていただき、
連携や国際化などを中心に語っていただきました。

スタートする、
学の新しい未来

1966年、横浜国立大学工学部電気化学科を
卒業後、東京大学大学院工学系研究科に入学
し、博士課程を修了。昭和1986年に東京大学
工学部教授となり、（財）神奈川科学技術アカ
デミー理事長、東京大学特別栄誉教授などを
歴任。2004年から東京理科大学の特別顧問
を務め、2010年1月より現職。

東京理科大学　学長

藤嶋 昭
1965年に東京理科大学理学部応用物理学科
を卒業し、三菱製鋼㈱に入社。その後、東京理
科大学理学部応用物理学科助手・講師・助教
授を経て、東京理科大学理学部応用物理学科
教授となる。東京理科大学理事、常務理事、理
事長を務め、2007年山口東京理科大学学長
に就任。現在に至る。

山口東京理科大学 学長

塚本 桓世 
1965年に東京大学工学部原子力工学科を卒
業後、東京大学大学院工学系研究科博士課
程に入学し、1970年に修了。1988年から東京理
科大学理工学部教授となり、2008年に諏訪東
京理科大学システム工学部機械システム工学
科教授、大学院工学・マネジメント研究科長を
務める。2010年4月から諏訪東京理科大学長
に就任した。

学学長×諏訪東京理科大学学長　鼎談

1965年に東京大学理学部物理学科を卒業
後、東京大学大学院理学系研究科物理学専
攻に入学し、1970年に修了。2005年から東京
理科大学理学部教授となり、2008年からは総
合研究機構機構長を務める。2010年より東京
理科大学副学長に就任。

東京理科大学　副学長

福山 秀敏

司会・進行

河村 洋
諏訪東京理科大学　学長

東
京
理
科
大
学
の
誇
る
最
先
端
研
究
が

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
学
問
研
究
科
へ
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地
域
に
密
着
し
た

産
・
学
・
官
連
携
に
重
要
な
役
割
を
担
う
学
生

東
京
理
科
大
学
の
国
際
化
へ
向
け
た

環
境
整
備
と
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

山
口
も
大
学
院
に
進
む
学
生
が

３
割
ほ
ど
お
り
、
東
京
理
科
大

学
院
や
旧
帝
大
の
大
学
院
に
進

み
ま
す
。
そ
の
中
で
、
さ
ら
に

液
晶
と
先
進
材
料
の
ナ
ノ
が
合

体
し
た
新
し
い
研
究
に
取
り
組

ん
だ
り
、
文
部
科
学
省
の
知
的

ク
ラ
ス
タ
ー
の
一
環
と
し
て
、

企
業
と
山
口
理
大
、
近
隣
の
大

学
と
の
共
同
研
究
に
も
力
を
注

い
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
地

域
と
共
同
で
、
か
つ
少
人
数
で

集
中
し
て
研
究
を
進
め
る
こ
と

の
で
き
る
環
境
を
生
か
し
て
、

さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

塚
本

　山
口
理
大
は
、
ま
だ
所

帯
が
小
さ
い
の
で
そ
う
も
い
き

ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
、
小
林

駿
介
先
生
を
中
心
に
し
た
液
晶

研
究
所
と
、
戸
嶋
直
樹
先
生
を

中
心
に
し
た
先
進
材
料
研
究
所

を
２
つ
設
置
し
、
す
ば
ら
し
い

成
果
と
評
判
を
得
て
い
ま
す
。

河
村

　諏
訪
は
、
地
元
の
中
小

企
業
が
地
域
活
性
化
へ
向
け
活

発
に
活
動
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
、
行
政
も
熱
心
で
、

地
域
と
連
携
し
た
研
究
が
多
い

で
す
ね
。
例
え
ば
、
諏
訪
に
多

い
精
密
機
器
関
係
の
加
工
や
、

恵
ま
れ
た
環
境
を
生
か
し
た
環

境
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
、
進
ん
で

い
る
事
例
も
多
々
あ
り
ま
す
。

経
営
情
報
学
部
で
は
、「
そ
ば
」

の
販
路
拡
大
の
研
究
な
ど
、
地

域
に
密
着
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
も

の
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
自
分

た
ち
が
研
究
を
進
め
て
い
る

と
、
地
元
の
方
か
ら
声
が
か
か

っ
て
協
力
体
制
が
ス
タ
ー
ト

し
、
そ
れ
を
地
元
の
メ
デ
ィ
ア

が
発
信
し
て
い
く
。
す
る
と
再

び
新
し
い
案
件
が
大
学
に
依
頼

さ
れ
て
く
る
。
そ
ん
な
サ
イ
ク

ル
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
例
え
ば
農
業

用
の
着
色
ネ
ッ
ト
の
研
究
で

す
。
畑
の
野
菜
の
上
に
着
色
し

た
ネ
ッ
ト
や
シ
ー
ト
を
か
ぶ
せ

て
光
の
波
長
を
変
え
る
と
農
作

物
の
生
育
が
よ
く
な
る
と
い
う

研
究
成
果
が
出
て
き
ま
し
た
。

す
る
と
そ
れ
を
聞
い
て
関
心
を

持
た
れ
た
地
元
企
業
が
あ
っ

て
、
ネ
ッ
ト
や
シ
ー
ト
を
生
産

し
て
く
れ
た
の
で
す
ね
。
そ
れ

を
地
域
の
農
場
で
試
し
て
良
い

結
果
が
出
た
の
で
、
最
近
実
用

化
に
ま
で
こ
ぎ
着
け
ま
し
た
。

こ
の
例
の
よ
う
に
、
諏
訪
理
大

で
は
、
地
元
企
業
と
の
協
力
の

下
に
、
研
究
成
果
を
実
際
に
役

立
て
る
と
こ
ろ
ま
で
踏
み
込
ん

で
取
り
組
め
る
土
壌
が
あ
り
ま

す
。

　
地
域
と
の
密
接
な
信
頼
関
係

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
学
生
た

ち
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
ん
で
す
ね
。
専
門
の
先
生
と

共
に
研
究
を
行
う
中
で
、
自
分

た
ち
も
し
っ
か
り
や
っ
て
い
こ

う
と
い
う
意
識
が
芽
生
え
る

と
、
学
生
も
成
長
し
ま
す
し
、

仕
事
も
進
み
ま
す
。

藤
嶋

　地
域
に
密
着
し
た
取
り

組
み
の
成
果
で
す
ね
。
私
は
入

学
式
の
後
、
基
礎
工
学
部
生
と

共
に
長
万
部
に
同
行
し
て
た
い

へ
ん
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
長

万
部
の
町
に
入
っ
た
と
き
に
花

火
が
上
が
り
そ
の
花
火
を
合
図

に
、
町
の
方
々
が
大
勢
、
玄
関

や
門
の
と
こ
ろ
に
出
て
き
て
歓

迎
の
旗
を
振
っ
て
く
れ
る
の
で

す
。
心
配
で
同
行
さ
れ
た
父
母

の
皆
さ
ん
も
、
予

想
以
上
の
歓
待

に
、
感
動
で
泣
き

出
す
方
も
お
ら
れ

ま
し
た
。
入
寮
式

も
町
長
、
商
工
会

議
所
の
会
長
、
教

育
長
な
ど
町
の
名

士
が
全
員
集
ま

り
、
地
元
で
採
れ

た
帆
立
貝
や
ジ
ャ

ガ
イ
モ
料
理
で
歓

待
さ
れ
ま
し
た
。

美
味
し
さ
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
人

の
温
か
さ
に
感
動

し
ま
す
。
理
科
大

の
理
想
的
な
学
び

の
一
面
が
出
て
い
る
と
思
い
ま

す
ね
。

塚
本

　私
が
３
年
前
学
長
に
就

任
し
た
と
き
は
、
ま
だ
地
元
と

の
関
係
が
非
常
に
希
薄
で
、
そ

の
改
善
に
苦
労
し
ま
し
た
。
ま

ず
は
、
地
元
市
の
役
員
、
県
の

役
員
、
企
業
の
方
に
来
て
い
た

だ
き
、
ど
う
い
う
人
材
を
求
め

て
い
る
の
か
ご
意
見
を
う
か
が

い
ま
し
た
。
山
口
県
に
は
素
材

関
係
の
工
場
が
多
く
、
大
企
業

が
多
い
。
彼
ら
の
研
究
は
も
ち

ろ
ん
最
先
端
で
す
か
ら
、
彼
ら

の
研
究
に
つ
な
が
る
学
科
を
、

と
い
う
こ
と
で
、
従
来
の
学
科

を
機
械
工
学
科
と
電
気
工
学

科
、
応
用
化
学
科
に
改
編
し
ま

し
た
。
ま
た
地
元
の
企
業
経
験

者
に
教
員
と
し
て
参
加
し
て
い

た
だ
い
て
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
山
口
で
育

っ
た
人
を
山
口
近
辺
に
就
職
さ

せ
る
運
動
も
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
、「
山
口
理
大
に
進
め
ば

地
元
に
残
れ
る
」
と
い
う
サ
イ

ク
ル
づ
く
り
に
は
、
多
く
の
方

か
ら
賛
同
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
も
と
も
と
地
元
県
立
大
学

は
あ
る
け
れ
ど
も
、
理
科
系
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ら

ば
、
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
と

い
う
話
も
あ
り
、
地
域
の
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
を
育
て
る
と
い
う
運

動
と
し
て
発
展
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
理
科
系
の
教
員

免
許
を
と
れ
る
よ
う
に
し
た
い

と
い
う
希
望
も
あ
り
、
県
立
大

学
等
と
連
携
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
組
む
と
こ
ろ
ま
で
こ
ぎ
着

け
ま
し
た
。

福
山
　
確
か
、
山
口
県
立
大

学
、
山
口
学
芸
大
学
そ
し
て
山

口
理
大
が
一
緒
に
な
っ
て
、
文

部
科
学
省
か
ら
「
大
学
教
育
充

実
の
た
め
の
戦
略
的
大
学
連
携

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
ね
。
お
話
に
出
た
よ

う
に
、
三
つ
の
大
学
そ
れ
ぞ
れ

に
得
意
分
野
が
違
う
わ
け
で
す

か
ら
、
連
携
し
て
う
ま
く
補
い

合
う
と
い
う
の
も
、
地
域
の
特

性
、
特
徴
を
睨
ん
だ
少
子
化
時

代
の
大
学
の
好
例
で
す
ね
。

河
村

　諏
訪
理
大
で
は
、
社
会

人
大
学
院
生
の
受
け
入
れ
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
彼
ら

は
地
域
と
強
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
形
成
し
て
い
ま
す
か
ら
、
最

初
は
敷
居
が
高
い
と
感
じ
て
い

る
人
た
ち
も
、
徐
々
に
ア
ク
セ

ス
し
て
く
れ
ま
す
。
地
域
と
大

学
の
交
流
は
、
多
面
的
に
展
開

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

藤
嶋

　東
京
理
科
大
学
が
新
た

に
開
設
す
る
葛
飾
キ
ャ
ン
パ
ス

も
、
葛
飾
区
が
期
待
し
て
い
る

と
い
う
点
で
は
、
山
口
、
諏
訪

の
事
例
が
参
考
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
葛
飾
キ
ャ
ン
パ
ス
の
周

辺
に
は
三
菱
ガ
ス
化
学
の
研
究

所
な
ど
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
中

小
企
業
の
方
と
実
践
的
な
開
発

案
件
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
一

方
で
大
企
業
の
先
端
研
究
に
つ

い
て
共
同
研
究
を
行
う
な
ど
、

葛
飾
キ
ャ
ン
パ
ス
は
多
面
的
に

取
り
組
め
る
拠
点
に
な
り
そ
う

で
す
。

福
山
　
３
大
学
と
も
実
質
的
な

活
動
を
地
域
で
展
開
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
も
う
少
し
視

野
を
広
げ
て
、
最
後
に
国
際
化

に
つ
い
て
の
お
考
え
を
お
う
か

が
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

藤
嶋

　国
際
化
は
大
き
な
課
題

で
す
。
今
年
１
月
末
に
東
京
で

日
本
・
中
国
間
の
学
長
会
議
が

開
催
さ
れ
、
日
本
、
中
国
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
五
十
大
学
の
学
長
が

集
ま
っ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
あ

り
ま
し
た
。
東
京
理
科
大
学
も

参
加
し
、
福
山
先
生
に
は
、
本

学
を
代
表
す
る
パ
ネ
リ
ス
ト
と

し
て
素
晴
ら
し
い
発
表
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
た
だ
、
残
念
な
こ
と
に
東
京

理
科
大
学
は
留
学
生
が
少
な
す

ぎ
ま
す
。
現
時
点
で
１
２
８

人
。
他
の
同
レ
ベ
ル
の
大
学
で

は
約
１
０
０
０
人
、
早
稲
田
大

学
は
３
０
０
０
人
、
東
京
大
学

は
２
５
０
０
人
で
す
。
そ
れ
に

対
し
て
本
学
は
少
な
す
ぎ
る
の

で
、
ぜ
ひ
国
際
化
を
進
め
た
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
も
、
神
楽
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
あ

る
い
は
葛
飾
キ
ャ
ン
パ
ス
の
近

く
に
留
学
生
用
の
宿
舎
を
作
っ

て
ほ
し
い
と
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
と
く
に
、
中
国
、
韓
国
、

イ
ン
ド
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る

ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
も
積
極
的
に

学
生
を
受
け
入
れ
、
共
同
研
究

を
や
り
、
自
国
に
戻
っ
て
そ
の

輪
を
広
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

河
村

　諏
訪
理
大
の
環
境
は
少

し
違
い
ま
す
が
、
大
き
な
目
で

世
界
を
見
る
と
、
日
本
の
人
口

が
減
る
一
方
で
、
増
え
て
く
る

国
が
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い

う
国
の
学
生
に
来
て
も
ら
う
こ

と
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
も

大
切
で
す
。
そ
れ
に
は
、
彼
ら

の
財
力
だ
け
で
は
難
し
い
面
も

あ
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
支
援
す

る
仕
組
み
を
作
ら
な
い
と
い
け

ま
せ
ん
ね
。

塚
本

　宿
舎
や
設
備
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
教
育
シ
ス
テ
ム
を

し
っ
か
り
考
え
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
。
政
治
や
経
済
で
国
同
士

が
喧
嘩
に
な
っ
た
と
し
て
も
、

教
育
で
結
ば
れ
た
関
係
は
、
ま

ず
そ
う
い
う
こ
と
に
は
な
り
ま

せ
ん
。
人
を
育
て
る
こ
と
。
こ

の
こ
と
に
関
し
て
日
本
が
今
ま

で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
、

ア
ジ
ア
の
人
た
ち
に
国
に
帰
っ

て
も
ら
い
、
人
的
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
つ
く
っ
て
い
っ
て
も
ら

う
。
留
学
生
た
ち
も
科
学
技
術

を
身
に
つ
け
て
帰
れ
ば
、
必
ず

自
国
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。
そ
う
い
う
人
の
つ
な
が

り
こ
そ
が
大
学
の
国
際
化
だ
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
理
科
大
生

た
ち
の
国
際
化
も
必
要
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
最
近
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
が
簡
単
に
手

に
入
る
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
学
生
た
ち
は
な
か
な
か
海

外
に
行
こ
う
と
し
な
い
。
な
ら

ば
、
海
外
か
ら
学
生
を
集
め
、

学
生
た
ち
の
交
流
の
中
で
外
国

の
文
化
、
歴
史
を
学
ば
せ
て
い

く
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
ね
。

福
山
　
今
日
は
い
ろ
い
ろ
な
お

話
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
大
学

の
こ
れ
か
ら
の
大
き
な
発
展
を

祈
念
し
て
鼎
談
を
終
わ
り
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
別
の

機
会
に
、
絞
っ
た
テ
ー
マ
で
開

催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

東京理科大学の藤嶋昭学長、山口東京理科大学の塚本桓世学
東京理科大学の未来ビジョンについて、地域との連

2010年からス
東京理科大学

1881年、山口県萩市出身の吉田松陰門下生・中村精男は有志と共に、東京理科大学の前身、
東京物理学講習所を創設。山口東京理科大学は1995年に東京理科大学のルーツともいえる
山口県に公私協力方式で開学され、幅広い能力や知識・技能を備えた科学技術者の育成に
努めています。

山口東京理科大学

「理学の普及をもって国運発展の基礎となす」との志のもとに、東京大学を卒業したばかりの
青年理学士ら２１人によって東京物理学講習所として創立され、その後、東京物理学校、東京
理科大学に改称。理工系総合大学として約130年の歳月とともに学部学科を増設し、現在は
8学部33学科で構成されています。

東京理科大学

東京理科大学の実力主義の理念を継承し、2002年に長野県茅野市に開学した諏訪東京理
科大学。工学と経営学の融合、すなわちエンジニアリングとマネジメントを総合的に学び、社
会や地域に貢献できる人材の育成を目指しています。2006年には大学院が開設され、教育・研
究のさらなる高度化が進行中です。

諏訪東京理科大学

東京理科大学学長×山口東京理科大学
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神
楽
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
で
10
月

31
日（
日
）に
大
学
と
理
窓
会
の

共
催
で
第
5
回
目
の
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
卒
業
生
、
教
職
員
、
こ
う
よ

う
会
会
員
、
学
生
の
皆
さ
ん
に

家
族
と
共
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
世
代
を
超
え
た
絆
を
深
め

る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
。
詳
細

は
本
紙
次
号
で
紹
介
し
ま
す
。

◆
記
念
講
演
会

　
藤
嶋
昭
学
長
、
脳
科
学
者
・

篠
原
菊
紀
諏
訪
理
大
教
授
、
本

学
O
B
の
数
学
者
・
秋
山
仁
教

授
に
ユ
ニ
ー
ク
な
お
話
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

◆
卒
業
生
の
懇
親
の
場

　
卒
50
周
年
祝
賀
会
、
卒
20
・

30
・
40
周
年
懇
親
会
、
平
成
卒

懇
親
会
、
同
窓
出
会
い
の
広

場
、
と
沢
山
の
交
流
の
場
を
用

意
し
ま
す
。

◆
大
学
の
歴
史
と
将
来
計
画
展

◆
同
窓
会
の
歴
史
と
同
窓
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
展

　
発
展
す
る
大
学
と
同
窓
会
の

姿
を
パ
ネ
ル
な
ど
で
紹
介
し
ま

す
。

◆
教
育
ス
ペ
シ
ャ
ル

　
数
学
授
業
の
達
人
、
坊
っ
ち

ゃ
ん
科
学
賞（
高
校
生
）発
表
会

◆
こ
う
よ
う
会
の
イ
ベ
ン
ト

　
講
演
会
、
学
生
表
彰
な
ど

◆
キ
ッ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
サ
イ
エ
ン
ス
夢
工
房
、
サ
イ

エ
ン
ス
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー

◆
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

　
落
語
、
O
B
・
O
G
・
学
生

の
コ
ン
サ
ー
ト
・
演
舞
、
写

真
・
絵
画
展
、
お
楽
し
み
抽
選

会
、
模
擬
店
、
縁
日
な
ど
多
数

　
6
月
16
日
（
水
）、
宇
宙
帆

船
『
イ
カ
ロ
ス
』
は
分
離
カ
メ

ラ
実
験
を
実
施
し
、
世
界
で
初

め
て
ソ＊

ー
ラ
ー
セ
イ
ル
が
展
開

し
た
状
態
で
の
帆
船
の
撮
影
に

成
功
し
ま
し
た
（
＝
写
真
中

央
）。
撮
影
を
行
っ
た
分
離
カ

メ
ラ（
D
C
A
M
）の
カ
メ
ラ
イ

メ
ー
ジ
ャ
は
、
本
学
の
木
村
真

一
・
理
工
学
部
電
気
電
子
情
報

工
学
科
准
教
授
の
研
究
室
が
開

発
し
た
も
の
で
、
日
本
が
先
導

し
て
い
る
〝
太
陽
系
大
航
海
時

代
〞
の
幕
開
け
に
、
ま
た
一
歩

近
づ
け
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ソ
ー
ラ
ー
セ
イ
ル
は
宇
宙
帆

船
の
基
幹
部
品
で
あ
る
た
め
、

そ
の
状
態
を
撮
影
す
る
こ
と

は
、
今
後
の
宇
宙
帆
船
開
発
に

大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
超

薄
膜
の
帆
を
広
げ
、
太
陽
光
圧

を
全
面
に
受
け
て
進
む
宇
宙
帆

船
の
姿
は
、
宇
宙
を
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
航
海
し
て
い
く
、
ま

さ
に
大
航
海
時
代
の
帆
船
を
彷

彿
さ
せ
ま
す
。

　
ま
た
今
回
の
挑
戦
は
、
記
録

撮
影
だ
け
で
も
大
き
な
成
果
で

す
が
、
民
生
デ
バ
イ
ス
を
活
用

し
た
カ
メ
ラ
で
行
っ
た
こ
と
に

も
大
き
な
意
義
が
あ
る
そ
う
で

す
。「
宇
宙
だ
か
ら
絶
対
に
故

障
し
な
い
モ
ノ
を
つ
く
る
と
い

う
発
想
で
は
な
く
、
壊
れ
て
も

稼
働
す
れ
ば
十
分
な
部
品
、
つ

ま
り
民
生
品
を
活
用
し
て
宇
宙

シ
ス
テ
ム
を
組
ん
で
い
く
。
実

現
段
階
で
は
、
コ
ス
ト
を
含
め

た
発
想
が
大
切
で
す
」（
木
村

准
教
授
）。
木
村
准
教
授
の
斬

新
な
発
想
が
、
競
争
力
が
必
要

と
さ
れ
る
日
本
の
宇
宙
開
発
に
、

こ
れ
か
ら
も
大
き
な
ア
ド
バ
ン

テ
ー
ジ
を
与
え
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
木
村
研
究
室
で
は
宇
宙
の
環

境
問
題
、
例
え
ば
、
故
障
し
た

衛
星
や
寿
命
の
尽
き
た
衛
星
の

処
理
を
実
現
す
る
、
新
し
い
宇

宙
シ
ス
テ
ム
の
研
究
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
新
し

い
宇
宙
シ
ス
テ
ム
を
限
ら
れ
た

コ
ス
ト
で
実
現
す
る
た
め
に
、

特
別
な
宇
宙
専
用
部
品
や
装
置

で
は
な
く
、
民
生
用
部
品
を
評

価
し
た
上
で
積
極
的
に
組
み
合

わ
せ
、
要
素
そ
れ
ぞ
れ
で
は
な

く
、
シ
ス
テ
ム
と
し
て
信
頼
度

を
高
め
る
と
い
う
発
想
で
コ
ス

ト
低
減
を
進
め
て
い
ま
す
。

　『
イ
カ
ロ
ス
』
だ
け
で
は
な

く
、
22
の
学
校
の
共
同
研
究
開

発
衛
星
『
U
N
I
T
E
C
-1
』

で
行
わ
れ
た
世
界
初
の
宇
宙
で

の
学
生
コ
ン
ペ
の
実
現
に
も
、

木
村
准
教
授
に
よ
る
「
民
生
品

の
宇
宙
利
用
に
関
す
る
研
究
」

や
「
部
分
的
に
故
障
し
て
も
働

き
続
け
る
自
律
分
散
型
モ
ジ
ュ

ー
ル
ロ
ボ
ッ
ト
の
研
究
」
な
ど

で
の
研
究
成
果
が
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
木
村
研
究
室
に
は
衛
星
搭
載

機
器
を
開
発
で
き
る
、
簡
易
無

塵
ル
ー
ム
も
備
え
ら
れ
て
い

て
、
学
生
た
ち
は
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
や
理
論
だ
け
を
考
え
る
の
で

は
な
く
、
実
際
に
機
器
を
手
づ

く
り
し
て
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト

の
関
係
、
つ
ま
り
シ
ス
テ
ム
と

し
て
の
実
用
性
を
考
慮
し
た
研

し
製
作
さ
れ
た
も
の
で
、
自
身

も
こ
の
簡
易
無
塵
ル
ー
ム
で
試

作
機
を
作
製
し
ま
し
た
。

　「
学
生
た
ち
の
手
づ
く
り
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
搭
載
し
た

『
U
N
I
T
E
C
-1
』
も
、
5

月
21
日
（
金
）
に
打
ち
上
げ
ら

れ
た
金
星
探
査
機
『
あ
か
つ

き
』
か
ら
分
離
さ
れ
、『
イ
カ

ロ
ス
』
同
様
、
金
星
へ
と
向
か

っ
て
い
て
、
ま
さ
に
宇
宙
を
舞

台
に
し
た
ロ
ボ
コ
ン
で
す
」（
木

村
准
教
授
）。
15
の
大
学
・
高

専
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
22
の
学

校
の
共
同
開
発
に
よ
り
実
現
し

た
宇
宙
コ
ン
ペ
は
、
自
分
た
ち

の
つ
く
っ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

が
宇
宙
環
境
で
ど
こ
ま
で
正
常

に
機
能
す
る
こ
と
が
で
き
る
か

を
競
い
合
い
ま
す
。
ま
ず
最
初

に
地
上
で
予
選
会
が
あ
り
、
木

村
研
究
室
の
学
生
た
ち
は
、
見

事
に
予
選
を
突
破
。
本
戦
で
あ

る
衛
星
搭
載
へ
と
コ
マ
を
進

め
、
深＊

宇
宙
を
飛
行
し
て
い
る

『
U
N
I
T
E
C
-1
』
か
ら
の

通
信
を
待
ち
わ
び
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
現
在
、
衛
星
か

ら
の
通
信
が
途
絶
え
て
お
り
、

参
加
校
総
出
で
衛
星
を
探
索
し

て
い
る
と
の
こ
と
。
衛
星
を
手

づ
く
り
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

打
ち
上
げ
後
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

含
め
て
コ
ン
ペ
が
続
き
、
大
学

間
の
垣
根
を
越
え
て
協
力
を
続

け
る
こ
と
に
も
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
宇
宙
時
代
の
ロ
ボ
コ
ン

は
、
ラ
イ
バ
ル
関
係
だ
け
で
な

く
、
協
力
関
係
に
つ
い
て
も
学

ん
で
い
き
ま
す
。
木
村
研
究
室

の
『
U
N
I
T
E
C
-1
』
チ
ー

ム
は
、
コ
ン
ペ
に
参
加
す
る
計

算
機
の
ほ
か
に
衛
星
統
合
制
御

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン

カ
メ
ラ
を
担
当
。
学
校
間
の
コ

ン
ペ
だ
け
で
は
な
く
、『
イ
カ

ロ
ス
』
に
搭
載
さ
れ
た
木
村
准

教
授
の
シ
ス
テ
ム
と
も
競
争
す

る
つ
も
り
で
学
生
た
ち
は
挑
ん

で
い
ま
す
。「
プ
リ
ン
ト
基
板

に
は
、
し
っ
か
り
東
京
理
科
大

学
の
ロ
ゴ
を
入
れ
て
い
ま
す
。

自
分
が
モ
ノ
づ
く
り
を
楽
し
ん

で
い
る
と
、
自
然
に
学
生
た
ち

も
興
味
を
も
っ
て
く
れ
る
み
た

い
で
す
」
と
語
る
木
村
准
教

授
。
学
生
た
ち
と
し
っ
か
り

〝
競
争
〞
し
て
い
ま
す
。

　
木
村
研
究
室
で
は
こ
の
ほ
か

に
も
、
人
工
衛
星
が
星
を
頼
り

に
位
置
検
出
を
行
う
技
術
『
ス

タ
ー
セ
ン
サ
ー
』
を
活
用
し
た

自
動
制
御
ロ
ボ
ッ
ト
『
ミ
ユ
カ
』

を
清
水
建
設
（
株
）
と
共
同
で

開
発
す
る
な
ど
、
自
律
型
の
制

御
技
術
を
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
へ

と
活
用
し
て
い
ま
す
。

　『
ミ
ユ
カ
』は
、
床
に
あ
る
点

（
星
）を
読
み
取
り
、
自
分
の
位

置
を
把
握
、
制
御
す
る
ロ
ボ
ッ

ト
シ
ス
テ
ム
で
す
。
G
P
S
を

使
う
技
術
に
比
べ
、
は
る
か
に

安
価
に
設
計
で
き
る
そ
う
で
す
。

　
コ
ス
ト
意
識
の
高
い
木
村
研

究
室
に
は
、
今
後
も
企
業
か
ら

の
開
発
依
頼
が
殺
到
し
そ
う
な

勢
い
で
す
。

理

窓

会
だ
よ
り

会
長
　

山
田

義
幸

│
太
陽
系
大
航
海
時
代
に
日
本
の
学
生
た
ち
も
大
活
躍
│

宇
宙
帆
船
の
撮
影
と
宇
宙
コ
ン
ペ
の

ダ
ブ
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
達
成
！

宇
宙
帆
船
の
撮
影
と
宇
宙
コ
ン
ペ
の

ダ
ブ
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
達
成
！

世界初！

日
本
の
宇
宙
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
、
縁
の
下
で
支
え
る

木
村
研
究
室

コ
ス
ト
意
識
の
高
い
研
究
開

発
に
、
多
く
の
企
業
が
賛
同

＊
ソ
ー
ラ
ー
セ
イ
ル

太
陽
帆
。
太
陽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
使
っ
て
宇
宙
船
を
推
進
さ
せ

る
た
め
の
装
置
。

＊
深
宇
宙

　

地
球
の
大
気
圏
の
外
側
す
べ
て
。

木村真一・理工学部電気電子情報工学科
准教授

大
学
衛
星
『
U

 

N

 

I

 

T

 

E

 

C

 

-1
』
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

学
生
が
競
い
合
う
ロ
ボ
コ
ン

の
宇
宙
版
に
な
っ
て
い
く

究
開
発
を
行

っ
て
い
ま

す
。『
イ
カ

ロ
ス
』
に
搭

載
さ
れ
た
展

開
モ
ニ
タ
カ

メ
ラ
（
C

 
A

 

M
-H
）は
木

村
准
教
授
が

設
計
開
発
し

た
技
術
を
㈱

ウ
ェ
ル
リ
サ

ー
チ
に
提
供

学生たちの手づくりコンピューターを搭載した『UNITEC-1』

宇宙帆船『イカロス』。分離カメラが
世界で初めて衛星を外からとらえた画
像。木村研究室のイメージャで撮影

©JAXA

生
協
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
本
紙
前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
生
協
神
楽
坂
店

が
７
号
館
１
・
２
階
に
新
装
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
店
舗

面
積
も
広
く
な
り
、
ゆ
っ
た
り
と
落
ち
着
い
た
雰
囲
気

で
、
さ
ら
に
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご

利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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6
月
6
日
（
日
）
に
、「
茅
野

市
こ
ど
も
ま
つ
り
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は

地
元
茅
野
市
内
の
子
ど
も
た
ち

や
家
族
を
対
象
に
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
共
に
過
ご
す
こ
と
を

通
し
て
、
家
族
の
絆
を
深
め
る

と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
主

体
性
が
発
揮
で
き
る
機
会
を
多

く
し
よ
う
と
、
関
係
者
が
一
堂

に
会
し
、
体
験
や
遊
び
の
場
の

提
供
を
行
う
も
の
で
、
今
年
で

29
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　
本
学
も
こ
の
趣
旨
に
賛
同
し

て
地
域
交
流
活
動
の
一
環
と
し

て
参
加
を
続
け
て
お
り
、
今
年

度
は
ラ
ジ
コ
ン
部
と
J
A
Z
Z

研
究
会
の
2
団
体
が
参
加
し
ま

し
た
。
会
場
の
永
明
小
学
校
に

は
、
午
前
10
時
の
開
場
を
待
つ

子
ど
も
た
ち
が
列
を
つ
く
り
、

親
子
連
れ
の
幼
児
か
ら
小
学
校

高
学
年
ま
で
の
2
0
0
0
人
を

超
え
る
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ラ
ジ
コ
ン
部
の
ブ
ー
ス
で

は
、
男
児
を
中
心
に
見
物
客
が

集
ま
り
、
部
員
10
人
が
ラ
ジ
コ

ン
カ
ー
の
操
作
を
手
ほ
ど

き
し
ま
し
た
。
J
A
Z
Z

研
究
会
は
、
昨
年
の
5
人

か
ら
22
人
に
部
員
が
大
幅

に
増
え
た
こ
と
も
あ
り
、

演
奏
曲
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー

が
増
え
、
通
常
の
ジ
ャ
ズ

の
曲
に
加
え
て
宮
崎
駿
監

督
ア
ニ
メ
映
画
の
主
題
歌

な
ど
も
織
り
交
ぜ
、
会
場

を
包
む
B
G
M
と
し
て
和

や
か
な
空
間
を
演
出
し
ま

し
た
。

　
平
成
22
年
度
坊
っ
ち
ゃ
ん
杯

ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
ク
ラ
ブ
部
長

会
主
催
）
は
、
5
月
23
日（
日
）

　
本
学
の
外
国
人
留
学
生
委
員

会
（
委
員
長
・
山
腰
光
樹
教

授
）
は
6
月
2
日
（
水
）、
本

学
で
外
国
人
留
学
生
と
の
親
睦

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
外
国
人
留
学
生
同
士

お
よ
び
外
国
人
留
学
生
委
員
で

あ
る
教
職
員
と
の
親
睦
を
目
的

と
し
た
も
の
で
、
本
学
に
在
籍

す
る
外
国
人
留
学
生
14
人
が
教

職
員
と
、
日
ご
ろ
の
生
活
に
関

し
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
外
国
人
留
学
生
は
本
学
で
の

生
活
に
つ
い
て
、「
最
初
は
心

細
か
っ
た
が
、
友
人
が
で
き
て

楽
し
い
」
な
ど
と
教
職
員
と
話

を
交
わ
し
、
交
流
を
深
め
て
い

ま
し
た
。
当
日
は
河
村
洋
学
長

も
参
加
し
、
外
国
人

留
学
生
の
生
の
声
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。

　
平
成
22
年
度
、
本

学
に
は
外
国
人
留
学

生
が
学
部
に
8
人
、

大
学
院
に
4
人
入
学

し
て
お
り
、
2
年
生

以
上
の
学
生
を
加
え

る
と
18
人
の
留
学
生

が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

　
5
月
12
日
（
水
）、
東
京
都

葛
飾
区
議
会
総
務
委
員
会
委
員

（
斉
藤
初
夫
委
員
長
）
11
人
が

本
学
を
行
政
視
察
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
東
京
理
科
大
学

が
平
成
25
年
4
月
に
東
京
都
葛

飾
区
に「
葛
飾
キ
ャ
ン
パ
ス
」を

開
設
す
る
こ
と
に
伴
い
、
東
京

理
科
大
学
と
の
連
携
を
視
野
に

入
れ
、
大
学
と
地
域
が
一
体
と

な
っ
た
街
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
る
先
行
事
例
と
し
て
、
本
学

を
視
察
調
査
し
た
も
の
で
す
。

　
本
学
で
開
会
式
が
行
わ
れ
、

視
察
団
一
行
を
お
迎
え
し
た
山

陽
小
野
田
市
議
会
議
長
が
歓
迎

の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

斉
藤
委
員
長
は
、「
本
日
の
行

と
30
日（
日
）
本
学
キ
ャ
ン
パ

ス
を
会
場
に
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
2
種

目
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
学
生

お
よ
び
教
職
員

で
つ
く
る
21
チ

ー
ム
約
2
0
0

人
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
種
目
で
熱

戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
、
参
加
者

間
の
交
流
を
深

め
る
こ
と
を
目

的
に
毎
年
実
施

し
て
い
る
行
事

で
、
昨
年
ま
で

政
視
察
の
成
果
を
生
か
し
、
東

京
理
科
大
学
と
の
産
学
官
連
携

を
進
め
、
東
京
理
科
大
学
が
葛

飾
に
来
て
良
か
っ
た
と
い
う
取

り
組
み
を
ぜ
ひ
と
も
行
い
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
ら
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
後
行
わ
れ
た
会
議
で

は
、
山
陽
小
野
田
市
教
育
委
員

会
か
ら
大
学
連
携
協
議
会
の
概

要
に
つ
い
て
、
商
工
労
働
課
か

ら
産
学
官
連
携
推
進
事
業
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
本
学
か
ら
は
、
本
学

の
教
育
研
究
の
概
要
、
市
と
大

学
と
の
連
携
の
具
体
的
な
取
り

組
み
や
こ
れ
ま
で
の
成
果
に
つ

い
て
詳
し
い
説
明
が
行
わ
れ
ま

は
5
種
目
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
度
は
2
種
目
に

絞
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
23

日
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
雨
天
の

た
め
延
期
と
な
り
、
30
日
に
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
審
判
や
試
合

運
営
は
各
種
目
の
学
生
団
体
が

行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
肌
寒

い
天
気
を
も
の
と
も
せ
ず
、
元

気
い
っ
ぱ
い
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

み
、
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
に
は
大

声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
優
勝
チ
ー
ム
に
は
東
京
理
科

大
学
創
立
1
2
5
周
年
を
記
念

し
て
作
製
し
た
「
坊
っ
ち
ゃ
ん

杯
」
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

し
た
。

　
報
告
・
説
明
の
質
疑
応
答
で

は
視
察
団
の
各
委
員
か
ら
質
問

が
相
次
ぎ
、
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
議
終
了

後
に
は
山
陽
小
野
田
市
立
図
書

館
と
の
相
互
利
用
を
行
っ
て
い

る
本
学
図
書
館
、
東
京
理
科
大

学
と
の
遠
隔
授
業
が
行
わ
れ
る

教
室
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
な
ど
の

視
察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
視
察
後
、
各
委
員
か
ら
、
充

実
し
た
環
境
の
中
で
質
の
高
い

教
育
研
究
を
行
っ
て
い
る
こ
と

や
地
域
に
対
す
る
貢
献
を
高
く

評
価
し
て
い
た
だ
き
、
今
後
の

連
携
の
参
考
に
し
た
い
と
の
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
6
月
12
日
（
土
）、
第
42
回

国
際
化
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
山
口

イ
ベ
ン
ト
（
主
催
・
化
学
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
日
本
委
員
会
）
を
本

学
で
開
催
し
、
県
内
外
か
ら
中

高
校
生
や
理
科
教
員
約
50
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
42
回
の
歴
史
を
数
え
る
国
際

化
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
今
年

7
月
に
日
本
で
初
め
て
開
催
さ

れ
、
70
カ
国
2
8
0
人
の
高
校

生
が
化
学
の
力
を
競
い
ま
す
。

こ
れ
を
記
念
し
、「
世
界
標
準
の

化
学
を
体
験
し
よ
う
」
を
テ
ー

マ
に
、
国
際
化
学
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
山
口
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
、
高

校
教
員
を
対
象
と
し
た
講
演
会

と
中
高
生
向
け

の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
（
実
験
教

室
）
を
そ
れ
ぞ

れ
行
い
ま
し

た
。

　
講
演
会
で

は
、
化
学
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
日
本

委
員
会
実
行
委

員
会
委
員
長
の

渡
辺
正
・
東
京

大
学
教
授
が
化

学
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
意
義
や
体

験
を
紹
介
し
、

日
本
開
催
の
意
気
込
み
を
語
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、

「
日
本
の
高
校
で
行
わ
れ
る
受

験
に
向
け
た
暗
記
中
心
の
授
業

で
は
、
思
考
力
が
育
た
な
い
。

そ
こ
に
世
界
の
高
校
生
と
の
大

き
な
開
き
が
あ
る
」
と
日
本
の

化
学
教
育
の
課
題
を
指
摘
さ
れ

ま
し
た
。

　
高
校
生
向
け
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
は
、
同
委
員
会
委
員
の

柄
山
正
樹
・
東
洋
大
学
教
授
が

実
験
の
指
導
を
行
い
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
さ
な
が
ら
の
テ
ー
マ
、

2
0
0
8
年
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
会

の
問
題
「
未
知
の
水
溶
液
を
あ

て
よ
う
」
に
19
人
の
高
校
生
が

挑
戦
し
、
難
題
に
頭
を
悩
ま
せ

い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
も
同
時
開
催
。
多
数
の
高

校
生
や
父
母
が
参
加
し
、
各
学

科
の
研
究
室
の
ブ
ー
ス
で
実
験

を
体
験
す
る
な
ど
、
終
日
イ
ベ

ン
ト
が
目
白
押
し
で
、
学
内
は

大
盛
況
で
し
た
。

な
が
ら
、
熱
心

に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、

中
学
生
向
け
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
は
、
本
学

の
井
口
眞
准
教

授
と
赤
木
史
生

助
教
が
実
験
指

導
を
担
当
。
山

陽
小
野
田
市
内

の
中
学
生
が
参

加
し
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
入
浴
剤
を

作
る
な
ど
、
大

　
本
学
図
書
館
で
は
、
塚
本
桓

夫
学
長
と
藤
嶋
昭
東
京
理
科
大

学
長
オ
ス
ス
メ
の
推
薦
図
書
コ

ー
ナ
ー
を
設
け
、
さ
ま
ざ
ま
な

ジ
ャ
ン
ル
の
興
味
深
い
本
を
多

数
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。
在
学
生

の
皆
さ
ん
、
た
く
さ
ん
本
を
読

ん
で
知
識
と
教
養
を
深
め
ま
し

ょ
う
。

塚
本
学
長
推
薦
図
書

　 『
原
子
爆
弾
の
誕
生
』
上
・

下
（
紀
伊
國
屋
書
店
）

　 『
ハ
イ
テ
ク
と
日
本
の
未
来
』

（
紀
伊
國
屋
書
店
）

　 『
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
　
ハ
プ
ス
ブ

ル
ク
家
最
後
の
皇
女
』
上
・

下
（
文
藝
春
秋
）
ほ
か
　
計

16
冊

藤
嶋
学
長
推
薦
図
書

　 『
グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ

ー
ル
　
オ
バ
マ
大
統
領
の
科

学
技
術
政
策
と
日
本
』（
丸

善
プ
ラ
ネ
ッ
ト
）

　 『
李
陵
・
山
月
記
』（
新
潮
文

庫
）

　 『
沈
黙
の
春
』（
新
潮
文
庫
）

ほ
か
　
計
11
冊

は
「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
ス

ペ
シ
ャ
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

全
研
究
室
の
紹
介
や
各
学
科
の

体
験
授
業
、
保
護
者
対
象
特
別

企
画
、
在
学
生
体
験
談
、
施
設

見
学
、
個
別
相
談
会
な
ど
、
さ

　
本
学
で
は
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
を
毎
月
開
催
し
、
県
内

外
か
ら
高
校
生
や
保
護
者
の
方

が
多
数
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

7
月
24
日
（
土
）、
8
月
7
日

（
土
）、
28
日
（
土
）
に
お
い
て

ま
ざ
ま
な
企
画
を
用
意
し
て
い

ま
す
。
本
学
の
学
び
を
知
る
絶

好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　
皆
さ
ま
、
ぜ
ひ
と
も
お
越
し

く
だ
さ
い
。

山
口
東
京
理
科
大
学
News
〒756-0884

山
口
県
山
陽
小
野
田
市
大
学
通
一
ー
一
ー
一

　

０
８
３
６
・
８
８
・
３
５
０
０（
代
表
）

http://w
w
w
.yam

a.tus.ac.jp/

諏
訪
東
京
理
科
大
学
News
〒391-0292

長
野
県
茅
野
市
豊
平
五
〇
〇
〇
ー一

　

０
２
６
６
・
７
３
・
１
２
０
１（
代
表
）

http://w
w
w
.suw

a.tus.ac.jp/

読
書
の
ス
ス
メ 

〜
学
長
推
薦
図
書
を
読
も
う
〜

4
月
18
日
（
日
）
に
「
平
成
22

年
度
第
1
回
上
川
ア
ダ
プ
ト
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
が
実
施
さ
れ
、
1

年
生
を
含
め
た
学
生
・
教
職
員

34
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
本
学
が
平
成
18
年

に
行
っ
た
「
環
境
宣
言
」
を
受

け
、
4
月
の
各
学
年
の
修
学
ガ

イ
ダ
ン
ス
な
ど
で
参
加
を
積
極

　
平
成
15
年
度
に
始
ま
っ
た

「
上
川
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

は
、
八
ヶ
岳
山
麓
か
ら
諏
訪
湖

に
注
ぐ
上
川
の
清
流
を
守
ろ
う

と
、
上
川
の
両
岸
を
企
業
や
各

団
体
が
分
担
し
、
ゴ
ミ
拾
い
な

ど
を
し
て
川
に
親
し
み
を
も
つ

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

本
学
も
毎
年
参
加
し
て
お
り
、

回
収
し
た
ゴ
ミ
は
可
燃
ゴ
ミ
70

㎏
、
不
燃
ゴ
ミ
50
㎏
、
全
部
で

軽
ト
ラ
ッ
ク
1
台
分
と
な
り
ま

し
た
。

　
こ
う
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
通
じ
環
境
マ
イ
ン
ド
を
高

め
、
大
学
を
挙
げ
て
、
政
府
が

取
り
組
む
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
25
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
活
動
に
積
極
的

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

平
成
22
年
度
坊
っ
ち
ゃ
ん
杯
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

オープンキャンパススペシャル
7月24日（土）／ 8月7日（土）

11：00～16：00（入退場自由）
●在学生によるシンポジウム　●模擬講義・実験・体験講座
●全研究室公開　●入試概要説明・就職概要説明
●キャンパスツアー　●推薦入試対策・模擬面接
●なんでも相談　●サークル活動紹介　●学食体験（無料）
●大学周辺バスツアー
　☆ 長野・松本・上田・小諸・佐久平・飯田・駒ヶ根 

伊那市・甲府・茅野駅から無料送迎バス運行（要予約）

オープンキャンパス
9月12日（日）11：30～15：30（入退場自由）
●大学概要説明　●研究室公開　●キャンパスツアー
●なんでも相談　●学食体験（無料）
　☆長野・松本・上田・茅野駅から無料送迎バス運行（要予約）

＊詳細はHPでご確認ください＊

的
に
呼
び
か

け
て
行
わ
れ

た
も
の
。
当

日
は
本
学
の

担
当
す
る
約

1
㎞
を
道
路

脇
の
ゴ
ミ
を

拾
い
な
が
ら

歩
き
、
川
岸

で
は
川
上
と

川
下
に
分
か

れ
て
行
い
ま

し
た
。
約
1

時
間
か
け
て

留学生の声に耳を傾ける河村学長（左）

ソフトボールでは、ファインプレーも見られ、熱戦が繰り広
げられた

会場のあちらこちらで子どもたちの歓声が上がった

集めたゴミは軽トラック 1台分

渡辺委員長の講演を熱心に聞く参加者たち

高校生向けのワークショップでも熱が入る

図書館に設置された学長推薦図書コーナー

産
学
官
連
携
を
！ 

葛
飾
区
議
員
が
本
学
を
視
察

第
42
回 
国
際
化
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

山
口
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

「
茅
野
市
こ
ど
も
ま
つ
り
」
に

本
学
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

外
国
人
留
学
生
親
睦
会

清
流
・
上
川
を
守
る
活
動
に
参
加

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
ス
ペ
シ
ャ
ル
を
開
催
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4
月
7
日（
水
）に
野
田
キ
ャ

ン
パ
ス
の
理
容
室
が
、
新
し
く

女
性
理
容
師
を
迎
え
て
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
担
当
す
る
の
は
倉
持
文
子
さ

ん
。
30
年
以
上
の
経
験
を
も
つ

ベ
テ
ラ
ン
理
容
師
で
す
。

　
こ
の
理
容
室
の
歴
史
は
古

く
、
昭
和
42
年
の
野
田
キ
ャ
ン

パ
ス
創
設
の
こ
ろ
か
ら
営
業
し

て
い
ま
す
。
当
時
か
ら
キ
ャ
ン

パ
ス
周
辺
に
は
一
人
暮
ら
し
の

学
生
が
多
く
住
み
、
キ
ャ
ン
パ

ス
内
に
は
学
生
た
ち
の
日
常
生

活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
コ

イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
な
ど
が
あ
っ

て
、
学
食
の
休
日
営
業
も
行
っ

て
い
ま
し
た
。
理
容
室
も
そ
の

一
環
と
し
て
開
設
さ
れ
た
も
の

で
、
伝
統
の
一
つ
と
い
え
ま

す
。
料
金
も
安
く
、
授
業
や
研

究
、
実
験
に
忙
し
い
理
科
大
生

に
と
っ
て
は
「
安
く
て
、近
い
」

こ
と
も
人
気
の
理
由
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
学
生
、
教
職
員

は
も
ち
ろ
ん
近
隣
の
方
も
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
4
月
15
日
（
木
）
に
、
東
欧

諸
国
と
ロ
シ
ア
の
大
学
な
ど
19

機
関
か
ら
、
学
長
、
副
学
長
を

主
要
メ
ン
バ
ー
と
す
る
30
人
の

方
々
が
、
日
本
の
主
要
大
学
の

経
営
戦
略
や
役
割
を
学
び
、
日

本
の
大
学
と
の
関
係
を
構
築
す

る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
本

学
の
視
察
に
訪
れ
ま
し

た
。
本
学
の
紹
介
の
後
、

熱
心
な
質
疑
応
答
が
な
さ

れ
、
特
に
学
内
ベ
ン
チ
ャ

ー
や
留
学
生
の
処
遇
に
つ

い
て
の
質
問
が
相
次
ぎ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
グ
リ
ー

ン
光
科
学
技
術
研
究
セ
ン

タ
ー
の
紹
介
や
授
業
見

学
、
本
学
の
キ
ャ

ン
パ
ス
間
通
信
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
紹

介
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
5
月
19

日（
水
）
に
は
韓
国
科

学
技
術
研
究
院
（
K

 
I

 

S
T
）
の
視
察
団
6
人

が
来
校
。
本
学
と
の
学

術
交
流
を
進
め
、
将
来

に
お
け
る
本
学
と
の
協

定
関
係
樹
立
を
見
据
え

て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

当
日
は
藤
嶋
昭
学
長
を
は
じ
め

と
す
る
、
本
学
関
係
者
と
視
察

団
と
の
研
究
活
動
に
関
す
る
活

発
な
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
今
回
の
2
つ
の
視
察
を
通
じ
、

本
学
と
各
機
関
と
の
学
術
交
流

が
さ
ら
に
発
展
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

本
学
と
各
機
関
の
学
術
交
流
の
発
展
に
期
待

東
欧・ロ
シ
ア
視
察
団
、韓
国
視
察
団
が
来
訪

　
6
月
5
日（
土
）、
6
日（
日
）

の
両
日
、
お
台
場
の
日
本
科
学

未
来
館
で
本
学
サ
イ
エ
ン
ス
フ

ェ
ア
「
み
ら
い
研
究
室
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
届
出
団

体
「
み
ら
い
研
究
室
」（
実
行
委

員
長
・
福
田
里
佳
子
さ
ん
〈
理

2
・
物
理
3
年
〉）
の
学
生
が
主

体
と
な
っ
て
企
画
・
運
営
を
行

い
、
子
ど
も
た
ち
に
科
学
の
楽

し
さ
を
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
ま
す
。
両
日
で
親
子
連

れ
を
中
心
に
約
2
0
0
0
人
が

来
場
。
今
年
で
5
回
目
を
迎
え

る
本
イ
ベ
ン
ト
が
浸
透
し
て
き

た
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　
賛
同
し
た
企
画
団
体
は
化

学
、
生
物
、
数
学
、
機
械
、
天

文
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
研
究
室

や
部
活
な
ど
計
19
団
体
、
約

3
0
0
人
。
ど
の
出
展
も
、
参

加
者
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
自
身

が
も
の
を
作
り
、
動
か
す
こ
と

で
、
楽
し
み
な
が
ら
科
学
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
る
企
画
内
容

で
し
た
。
　

　
学
生
ら
は
子
ど
も
た
ち
一
人

一
人
に
、
分
か
り
や
す
い
説
明

を
心
が
け
、
保
護
者
か
ら
は

「
子
ど
も
目
線
で
接
し
て
く
れ

て
楽
し
め
た
」「
子
ど
も
が
手

を
動
か
し
て
実
験
で
き
る
機
会

は
少
な
い
の
で
良
い
経
験
に
な

っ
た
」「
理
科
大
を
身
近
に
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
の

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
受
験
を
控
え
た
高
校
生
か

ら
は
「
理
科
大
の
雰
囲
気
は
楽

し
そ
う
」「
自
分
の
興
味
の
あ

る
分
野
を
知
る
良
い
機
会
に
な

っ
た
」
と
い
う
感
想
も
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
実
行
委
員
長
の
福

田
さ
ん
は
「
来
場
者
一
人
一
人

が
じ
っ
く
り
た
く
さ
ん
の
体
験

が
で
き
、『
み
ら
い
研
究
室
』
本

来
の
目
的
が
達
成
さ
れ
て
非
常

に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と

語
り
ま
し
た
。

系統グループごとに色分けされたＴシャツ姿で300人の集合写真。Ａ・ピンク（化学・生命系）、Ｂ・紫（数
学系）、Ｃ・黄色（物理・地球・宇宙系）、Ｄ・水色（機械・電気・ロボット系）、Ｅ・緑（特設企画）

東欧・ロシア視察団と活発な意見交換がなされた

本
学
の
担
当
者
か
ら
熱
心
に
説
明
を
聞
く

K
I
S
T
の
視
察
団
の
メ
ン
バ
ー

み ら い 研 究 室 開 催サイエンスフェア 

6月5日（土）・6日（日）の2日間、延べ2,000人の親子が来場

野
田
キ
ャ
ン
パ
ス

理
容
室
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

●営業

•営業時間：10～19時
•予 約受付：～18時 

（04-7124-1501 〈内〉2064）
•休業日： 日曜日（第3日曜日は営業）、

第2・3月曜日、第3火曜日

●料金

•学生
　調髪：1,700 円
　スポーツ刈り：1,800 円
　女性エステシェイビング：1,300 円
•職員・一般
　調髪：2,000 円
　女性エステシェイビング：1,500 円
•その他（調髪代にプラス代金）
　パーマ：＋ 2,000 円
　カラーリング：＋ 2,000 円
　白髪ぼかし：＋ 1,000 円

A 一部化学研究部「焼き文字体験」

A 二部化学研究部「つくってみよう！ 芳香剤」

A 理工学部化学研究会「人工イクラ作り」

A 池北研究室「遺伝子を見てみよう」

B 一部数学研究部「紙でカライドサイクル作り」

B 二部数学研究部「楽しく遊べるすうがく」C 基礎工学部飯田研究室「①オリジナルICカードを作ろう！」

B 近代科学資料館「タイガー計算機を体験」C 基礎工学部飯田研究室「②排熱発電で電車を動かそう」

C 天文研究部「望遠鏡で太陽を見てみよう」C 地球科学研究部「津波を起こそう！」

C 一部物理研究会「3つのゴム球の奇怪な動き！」D 機械工学研究会「レーシングカーに乗ってみよう」E 理学部物理学科川村研究室「サイエンス・ライブ・ショ̶」

E 一部無線研究部有志「二足歩行ロボットコンテスト」

E 一部無線研究部有志「ROBOT WARS」

D Create「浮く！走る！ホバークラフトを作ってみよう！」

D Mice「迷路を走るロボット」

D 一部無線研究部「ロボット体験操縦 !?」

A 二部生物研究部「顕微鏡で生物を観察」
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教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
は
、
平

成
21
年
度
よ
り
初
年
次
教
育
の

一
環
と
し
て
、「
基
礎
能
力
育

成
セ
ミ
ナ
ー
〔
ベ
ー
シ
ッ
ク
〕」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
教
育
開

発
セ
ン
タ
ー
が
平
成
20
年
度
に

各
学
科
・
企
業
・
在
学
生
・
卒

業
生
を
対
象
に
実
施
し
た
「
人

材
育
成
に
関
す
る
実
態
調
査
」

に
お
い
て
、「
能
力
育
成
の
場
」

を
提
供
し
て
ほ
し
い
と
の
回
答

が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
本

セ
ミ
ナ
ー
は
、
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
て
、
社
会
人
と
し
て
活
躍

す
る
た
め
に
必
要
な
基
礎
能
力

を
認
識
し
、
そ
れ
を
自
主
的
に

伸
ば
す
機
会
を
初
年
次
か
ら
提

供
す
る
こ
と
を
目
的
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　
2
年
目
と
な
る
今
年
度
は
、

「
通
学
コ
ー
ス
」
を
5
月
29
日
、

6
月
5
日
、
6
月
12
日
の
3
日

間
、「
宿
泊
コ
ー
ス
」
を
6
月

26
・
27
日
の
1
泊
2
日
で
開

催
。
将
来
に
向
け
て
自
分
を
磨

こ
う
と
す
る
意
欲
的
な
学
生
か

ら
多
数
の
応
募
が
あ
り
、
各
コ

ー
ス
と
も
定
員
30
人
を
倍
以
上

上
回
る
人
気
ぶ
り
で
し
た
。
立

ち
上
げ
の
段
階
か
ら
、
企
業
の

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部
門
に
勤

め
る
人
材
育
成
の
専
門
家
が
講

師
と
し
て
参
加
し
て
お
り
、
企

業
人
か
ら
直
接
指
導
を
受
け
ら

れ
る
こ
と
も
学
生
に
は
大
き
な

魅
力
の
一
つ
で
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
は
幾
つ
か
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
、
社
会
人
に
不

可
欠
な
能
力
で
あ
る
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」
の
訓
練

と
し
て
、
自
己
紹
介
を
行
う
こ

と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

「
た
か
が
自
己
紹
介
」
と
思
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
互
い
に

知
ら
な
い
者
同
士
が
、
自
分
自

身
の
こ
と
を
相
手
に
理
解
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
は
、
社

会
で
は
必
要
な
基
礎
能
力
と
い

え
ま
す
。

　
続
い
て
、
物
事
を
論
理
的
に

整
理
し
て
相
手
に
伝
え
る
手
段

で
あ
る
「
ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン

グ
」
に
関
す
る
講
義
の
後
、
早

速
、
グ
ル
ー
プ
で
発
表
す
る
意

見
を
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
作
業
を
通
し
て
、
先
の
調

査
で
挙
げ
ら
れ
た
「
能
力
育
成

の
場
」
の
具
体
的
な
内
容
で
あ

る
「
論
理
的
思
考
力
」「
問
題

解
決
力
」「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」

「
常
に
新
し
い
知
識
を
学
ぼ
う

と
す
る
力
」「
行
動
力
・
実
践

力
」「
熱
意
・
意
欲
」
と
い
っ
た

要
素
を
伸
ば
す
き
っ
か
け
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
学
部
や
学
年
を
超
え
た
仲

間
が
で
き
る
の
も
貴
重
な
機
会

と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
参
加
し
た
川
上
日
向
子
さ
ん

（
理
1
・
化
学
1
年
）
は
、「
ロ

ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
を
実
践

し
、
自
分
の
論
理
に
穴
が
あ
る

こ
と
や
、
効
率
よ
く
相
手
に
意

見
を
伝
え
る
能
力
の
低
さ
が
露

骨
に
表
れ
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
の

衝
撃
は
と
て
も
大
き
い
。
就
活

に
有
利
と
い
う
以
前
に
人

と
し
て
身
に
付
け
る
べ
き

も
の
と
感
じ
た
」
と
話
し

ま
し
た
。
ま
た
、「
授
業

の
中
に
も
こ
の
よ
う
な
内

容
を
取
り
入
れ
て
も
ら
い

た
い
」
と
い
っ
た
声
も
別

の
参
加
者
か
ら
あ
り
ま
し

た
。

　
な
お
、
す
で
に
ベ
ー
シ

ッ
ク
コ
ー
ス
を
終
え
た
学

生
の
た
め
の
応
用
編
と
し

て
、
10
月
23
・
24
日
の
1

泊
2
日
で
、
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
〝
相
手

に
伝
え
る
力
〞
に
重
点
を

置
く
「
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー

ス
」
を
実
施
す
る
予
定
で

す
。

　
平
成
21
年
度
に
予
算
配
分
を

受
け
た
研
究
代
表
者
72
人
の
う

ち
、
今
回
は
52
人
の
ポ
ス
タ
ー

発
表
が
、
ま
た
下
表
の
15
人
か

ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
の
成

果
に
つ
い
て
口
頭
発
表
が
あ

り
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
あ
り

ま
し
た
。

　
主
催
者
代
表
の
福
山
秀
敏
副

学
長
（
研
究
小
委
員
会
主
査
）

か
ら
「
今
回
か
ら
、
学
長
を
は

じ
め
部
局
長
な
ど
に
よ
る
評
価

を
導
入
し
、
ま
た
、
大
学
院
生

　
平
成
21
年
度
の
学
長
扱
重
点

配
分
予
算
に
基
づ
く
助
成
金

（
7
0
0
0
万
円
）
お
よ
び
高

度
化
推
進
対
象
事
業
経
費
予
算

に
基
づ
く
助
成
金
（
1
億

8
0
0
0
万
円
）
に
よ
り
配
分

さ
れ
た
特
定
研
究
助
成
金
の
第

7
回
「
研
究
成
果
報
告
会
」（
学

長
室
主
催
）が
5
月
29
日（
土
）、

野
田
キ
ャ
ン
パ
ス
講
義
棟
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
学

長
、
副
学
長
ら
を
は
じ
め
、
学

長
室
会
議
研
究
小
委
員
会
委

員
、
各
学
部
長
、
研
究
科
長
、

情
報
科
学
教
育
・
研
究
機
構
長

が
出
席
し
、
理
事
会
側
か
ら
塚

本
理
事
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
こ
の
報
告
会
は
、
学
内
で
公

募
・
採
択
し
、
学
長
が
重
点
的

に
研
究
費
を
配
分
し
た
研
究
課

題
に
つ
い
て
の
研
究
成
果
を
学

内
に
公
開
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
催
す
る
も
の
で
、
今
回

が
7
度
目
で
す
。

を
ポ
ス
タ
ー
発
表

者
と
し
て
参
加
者

に
加
え
た
こ
と
に

よ
り
、
参
加
者
が

増
え
例
年
よ
り
も

活
発
な
議
論
の
場

と
な
っ
た
。
こ
の

報
告
会
を
通
し
て

新
た
な
研
究
に
つ

な
が
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
」
と
の

あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た
。

　
社
団
法
人
情
報
処
理
学
会

は
、
3
月
9
日（
火
）、
本
学

近
代
科
学
資
料
館
を
「
分
散
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
博
物
館
」
に
、
ま

た
展
示
品
の
一
つ
で
あ
る
微
分

解
析
機
を
「
情
報
処
理
技
術
遺

ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
開
発
が

始
ま
り
、
機
械
式
の
計
算
機
で

は
そ
の
歴
史
は
さ
ら
に
古
く
、

1
9
0
0
年
代
初
頭
に
ま
で
さ

か
の
ぼ
り
ま
す
。
こ
の
認
定
制

度
は
、
今
の
日
本
に
お
け
る
情

報
処
理
技
術
の
発
展
の
歴
史
を

示
す
具
体
的
事
物
・
資
料
を

「
情
報
処
理
技
術
遺
産
」、
ま
た

そ
れ
ら
を
保
存
・
展
示
し
て
い

る
組
織
・
施
設
を
「
分
散
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
博
物
館
」
に
認
定

し
、
後
世
に
伝
え
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
も
の
で
す
。

　
近
代
科
学
資
料
館
は
本
学
創

立
1
1
0
周
年
を
記
念
し
て
、

科
学
技
術
資
料
を
展
示
す
る
資

料
館
と
し
て
1
9
9
1
年
に
建

産
」
に
そ
れ
ぞ
れ
認
定
し
ま
し

た
。

　
日
本
で
は
1
9
5
0
年
代
か

設
さ
れ
ま
し
た
。「
計
算
機
械

の
発
展
の
軌
跡
に
沿
っ
た
多
く

の
貴
重
な
器
具
機
器
類
を
系
統

的
に
陳
列
し
、
パ
ラ
メ
ト
ロ
ン

計
算
機
や
微
分
解
析
機
な
ど
の

大
型
機
器
を
設
置
し
、
計
算
機

の
歴
史
の
全
貌
が
見
通
せ
る
施

設
は
、
国
内
で
は
他
に
例
を
見

な
い
」
と
の
評
価
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
ま
た
微
分
解
析
機
は
、1
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4
2
年
ご
ろ
東
京
帝
国
大
学
航

空
研
究
所
が
昭
和
航
空
計
器
と

の
共
同
研
究
で
試
作
し
た
も
の

と
構
造
が
よ
く
似
て
お
り
、
昭

和
航
空
計
器
の
銘
板
が
付
い
て

い
る
こ
と
か
ら
、
ほ
ぼ
同
時
期

に
制
作
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ

れ
ま
す
。「
常
微
分
方
程
式
を

解
く
た
め
の
機
械
式
微
分
解
析

機
で
、
積
分
器
3
台
、
入
力
テ

ー
ブ
ル
1
台
、
出
力
テ
ー
ブ
ル

1
台
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。

機
械
式
大
型
計
算
機
の
代
表
的

な
も
の
」
と
し
て
今
回
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

　「
分
散
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
博
物

館
」
に
は
本
学
資
料
館
の
ほ
か

「
東
北
大
学
サ
イ
バ
ー
サ
イ
エ

ン
ス
セ
ン
タ
ー
展
示
室
」
な
ど

3
施
設
が
、
情
報
処
理
技
術
遺

産
に
は
、
富
士
通
㈱
の

「
F
A
C
O
M 

6
0
3
F 

磁
気

テ
ー
プ
装
置
」
や
㈱
ジ
ャ
ス
ト

シ
ス
テ
ム
の
「
初
代
・
一
太

郎
」
な
ど
33
の
製
品
が
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

基
礎
能
力
育
成
セ
ミ
ナ
ー
開
催

意
欲
的
な
学
生
が
多
数
参
加

　「
病
は
気
か
ら
」
と
か
、
心

に
串
が
刺
さ
る
と
「
患
者
」
と

い
う
文
字
に
な
る
な
ど
、
心
と

体
と
が
密
接
な
か
か
わ
り
を
保

ち
な
が
ら
機
能
し
て
い
る
こ
と

を
う
か
が
わ
せ
て
く
れ
る
。

　
ま
た
、
不
幸
に
し
て
が
ん
に

侵
さ
れ
た
方
で
も
、
多
く
の
方

は
健
全
な
精
神
を
も
ち
、
半
面

で
は
、
健
康
な
体
に
恵
ま
れ
な

が
ら
犯
罪
を
犯
す
人
も
い
て
、

一
概
に
「
健
全
な
精
神
は
、
健

全
な
身
体
に
宿
る
」
と
は
言
い

切
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
心
身
共
に
健
康
で

あ
り
た
い
と
願
う
の
は
、
万
人

に
共
通
し
た
思
い
だ
が
、
こ
れ

を
実
現
す
る
に
は
「
よ
り
良
く

生
き
よ
う
」
と
い
う
人
間
ら
し

さ
を
担
当
す
る
新
皮
質
と
、
生

命
の
維
持
と
種
の
保
存
、
そ
し

て
内
臓
の
働
き
を
増
進
さ
せ
る

辺
縁
系
な
ど
の
脳
機
能
を
、
活

ン
な
ど
を
分
泌
す
る
か
ら
だ

が
、
20
種
類
の
ア
ミ
ノ
酸
の
う

ち
8
種
類
の
必
須
ア
ミ
ノ
酸

は
、
体
内
で
は
つ
く
ら
れ
な
い

の
で
、
ど
う
し
て
も
チ
ー
ズ
や

赤
身
の
魚
、
タ
ケ
ノ
コ
、
牛
乳

や
納
豆
な
ど
を
食
し
て
、
体
内

に
取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

性
化
す
る
こ
と
だ
。

　
新
皮
質
や
辺
縁
系
に
つ
い
て

述
べ
る
余
白
は
な
い
が
、
脳
が

活
性
化
す
る
の
は
、
20
種
類
の

ア
ミ
ノ
酸
か
ら
つ
く
ら
れ
た
タ

ン
パ
ク
質
が
、
脳
内
物
質
の
ド

ー
パ
ミ
ン
や
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ

　
だ
か
ら
、
必
要
な
食
物
を
食

べ
ず
に
ダ
イ
エ
ッ
ト
す
る
の

は
、
ス
タ
イ
ル
は
良
く
な
っ
て

も
不
健
康
で
頭
が
カ
ラ
ッ
ポ
な

人
間
に
な
る
だ
け
の
こ
と
で
、

こ
れ
こ
そ
が
不
健
康
の
極
み
な

の
だ
。

　
も
し
適
切
な
食
生
活
で
、
新

皮
質
と
辺
縁
系
を
活
性
化
で
き

れ
ば
、
集
中
力
や
記
憶
力
も
向

上
し
心
身
と
も
に
健
康
な
人
間

と
し
て
、
人
生
を
全
う
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

（
長
万
部
校
舎
よ
ろ
ず
相
談
室
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研究代表者 助成金区分 研究題目
理学研究科・化学専攻　築山　光一 研究科特別経費（研究科分） 近・中赤外分光法による分子および機能性材料の特性

解析
薬学研究科・薬学専攻　宮崎　　智 研究科特別経費（研究科分） In silico創薬パイプラインの構築とその応用

工学研究科・工業化学専攻　河合　武司 研究科特別経費（研究科分） 長鎖アミドアミン誘導体の新規ソフトマテリアル機能の
開発

理工学研究科・物理学専攻　盛永　篤郎 研究科特別経費（研究科分） ボース凝縮ナトリウム原子の光格子トラップと量子演
算の研究

理工学研究科・工業化学専攻　伊藤　　滋 研究科特別経費（研究科分） コンビナトリアル材料科学技術を駆使したCo代替多
元系機能性酸化物の高速探索

理工学研究科・機械工学専攻　川口　靖夫 研究科特別経費（研究科分） 3次元時系列画像解析による多変量計測技術の構築
基礎工学研究科・材料工学専攻　石黒　　孝 研究科特別経費（研究科分） 超臨界水・反応場を用いた金属膜の透明化　その場観察
生命科学研究科・生命科学専攻　中野　直子 研究科特別経費（研究科分） Foxp3+胸腺細胞の分化決定と選択のメカニズム

理学研究科・物理学専攻　目黒　多加志 研究科共同研究経費 NEA表面におけるセシウム吸着構造と電子放出特性に
関する研究

総合化学研究科・総合化学専攻　大塚　英典 研究科共同研究経費 微視的界面の構造・機能制御とその応用

工学研究科・機械工学専攻　佐々木　信也 研究科共同研究経費 マルチスケール・機能性テクスチャリングによる摩擦
低減技術の研究

理工学研究科・応用生物科学専攻　峯木　　茂 研究科共同研究経費 環境汚染物質が電子伝達系に及ぼす影響の解析

理工学研究科・工業化学専攻　阿部　正彦 研究科共同研究経費 両親媒性物質が形成する機能性有機薄膜に関する包括
的研究

基礎工学研究科・電子応用工学専攻　相川　直幸 研究科共同研究経費 信号処理技術を応用した高精度イオンビーム加工に関
する研究

生命科学研究科・生命科学専攻　久保　允人 研究科共同研究経費 生体防御をライブイメージするシステムの構築 の健康

ココロ
カラダ

と
新

6

学習相談室の利用方法

│
│
研
究
成
果
を
学
内
公
開
│
│

第
7
回
「
特
定
研
究
助
成
金
研
究
成
果
報
告
会
」

微
分
解
析
機
を「
情
報
処
理
技
術
遺
産
」に
認
定
近
代
科
学
資
料
館

情報処理技術遺産に認定された「微分解析機」

「基礎能力育成セミナー〔ベーシック〕」には定員を大きく上回る参加者が集まった

ポスター発表を見学する藤嶋学長

※研究代表者の所属は申請当時のもの

近代科学資料館

　学習相談室では、研修を受けた学部2年生以上の学生が教育サ
ポーター（Educational Supporter, ES）として常駐し、大学での
勉強の基礎となる「数学」「物理」「化学」について相談者一人一人
の学習をサポートします。
　各学習相談室の開室時間や対応科目は以下のとおりです。

○神楽坂キャンパス/1号館10階 神楽坂図書館内【数学・物理・化学】
　月曜日～金曜日（14：30～16：00/17：50～19：20）
○九段キャンパス/南棟1階 玄関ホール横【数学・物理】
　月曜日～金曜日（16：10～17：40/17：50～19：20）
○野田キャンパス/野田図書館内2階【数学・物理・化学】
　月曜日～金曜日（16：30～18：00/18：10～19：40）
○久喜キャンパス/久喜図書館内2階【数学】
　 月曜日（14：40～16：10）／火曜日（16：20～17：50）／水曜日（閉室）／ 
木曜日（14：40～16：10/16：20～17：50）／金曜日（16：20～17：50）

＊ 事前の申し込み等は不要です。相談したいことがあれば来室してください。
＊ 試験前の答え合わせやレポートの代筆をするところではありません。
＊ 夏期・冬期期間中の開室日時は、掲示板等によりお知らせします。

適
切
な
食
生
活
で
集
中
力
や
記
憶
力
も
向
上

え
も
ん
で
ご
ざ
る
」
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
2
0
0
6
年
に
缶
入
り
で
発
売

さ
れ
ま
し
た
が
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
、
1
本
1
2
0
円
。
各
学
食
で
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
！

◇ 

お
問
い
合
わ
せ

神
栄
サ
ー
ビ
ス
㈱
　
0
3
・
3
2
6
7
・
9
6
5
1

　
来
る
2
0
1
1
年
に

東
京
理
科
大
学
は
創
立

1
3
0
周
年
を
迎
え
ま

す
。
こ
れ
を
記
念
し
て

理
科
大
オ
リ
ジ
ナ
ル
商

品
の
緑
茶
飲
料
「
り
か

理
科
大
お
茶
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！
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６
月
12
日
（
土
）、
13
日

（
日
）
に
９
人
制
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
「
東
京
理
科
大
学
創

立
記
念
　
学
長
杯
・
理
事
長
杯

争
奪
　
第
８
回
研
究
室
対
抗
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

（
主
催
・
東
京
理
科
大
学
野
田

体
育
研
究
室
）
が
野
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　「
ビ
ー
ト
ル
ズ
が
来
日
し
た
と
き
は

高
校
生
で
し
た
が
、
も
う
そ
の
こ
ろ
は

浮
世
絵
に
夢
中
で
し
た
ね
。
歌
舞
伎
も

大
好
き
で
し
た
か
ら
、
江
戸
庶
民
の
遊

び
の
ほ
う
が
し
っ
く
り
く
る
ん
で
し
ょ

う
。
理
科
大
で
も
落
研
に
い
ま
し
た
」

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
木
曜
と
土
曜

に
開
催
さ
れ
て
い
る
新
藤
先
生
の
浮
世

絵
講
座
は
、
本
学
の
公
開
講
座
の
中
で

も
1
、
2
の
人
気
と
な
っ
て
い
る
。
講

座
で
は
、
先
生
の
秘
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
、
貴
重
な
第

一
級
の
資
料
を
間
近
に
見
る
だ
け
で
鳥

肌
が
立
つ
。「
浮
世
絵
は
庶
民
の
一
番

の
娯
楽
で
し
た
か
ら
、
高
い
と
こ
ろ
か

ら
考
え
て
も
ダ
メ
な
ん
で
す
。
一
緒
に

ま
ず
は
楽
し
ん
で
見
る
こ
と
。
そ
う
す

る
と
、
も
っ
と
知
り
た
い
な
と
興
味
が

わ
い
て
、
自
然
と
意
匠
や
創
意
工
夫
に

目
が
移
っ
て
い
く
も
の
な
ん
で
す
」。

新
藤
先
生
は
、
ご
自
身
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
と
知
識
を
惜
し
げ
も
な
く
講
座
で
公

開
、
解
説
す
る
。

　
浮
世
絵
は
文
科
系
の
領
域
で
研
究
が

進
ん
だ
た
め
、
実
証
と
い
う
よ
り
は
感

想
に
終
始
し
た
も
の
が
多
い
が
、
先
生

の
研
究
は
ユ
ニ
ー
ク
か
つ
論
理
的
だ
。

実
証
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
研
究
と

い
う
と
堅
く
聞
こ
え
る
が
、
実
際
の
研

究
は
、
江
戸
庶
民
の
遊
び
を
謎
解
い
た

も
の
も
多
く
あ
る
。

さ
な
が
ら
、
日
本
の
『
ダ
・
ヴ
ィ
ン

チ
・
コ
ー
ド
』
と
い
っ
た
趣
だ
。

　「
手
品
で
は
な
く
、
二
進
法
の
知
識

が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
遊
べ
る
ん
で
す
ね
。

つ
ま
り
江
戸
時
代
の
庶
民
の
数
学
知
識

は
、
今
よ
り
も
普
及
し
て
い
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
数
学
の
本
質
や
考
え
方
を

理
解
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
」。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
科
学
の
根
幹
を
な
す
二
進

法
が
、
江
戸
時
代
に
普
及
し
て
い
た
こ

と
を
実
証
し
た
の
で
あ
る
。

　「
数
学
の
答
え
は
1
つ
と
い
う
迷
信

か
ら
抜
け
出
さ
な
い
と
、
数
学
的
素
養

の
あ
る
人
が
、
数
学
が
苦
手
だ
と
勘
違

い
し
て
し
ま
う
。
着
眼
点
と
論
理
的
な

実
証
こ
そ
が
大
切
で
す
。
計
算
が
速
い

と
か
暗
記
力
が
あ
る
と
か
で
は
な
く

て
、
そ
の
考
え
方
を
教
え
る
べ
き
で
す
」

　
最
後
に
、
数
学
者
と
浮
世
絵
研
究
者

と
の
両
立
に
つ
い
て
聞
い
て
み
た
。

　「
浮
世
絵
の
研
究
者
で
は
小
島
烏
水

と
い
う
先
駆
者
が
い
て
、
大
正
時
代
に

論
理
的
な
浮
世
絵
研
究
の
論
文
を
た
く

　
薬
学
部
、
理
工
学
部
、
基
礎

工
学
部
の
29
研
究
室
・
32
チ
ー

ム
と
、
事
務
職
員
１
チ
ー
ム
の

合
計
33
チ
ー
ム
が
参
加
。
各
研

究
室
は
卒
研
生
、
大
学
院
生
、

研
究
生
、
教
員
な
ど
15
人
ほ
ど

で
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
メ
ン
バ

ー
の
年
齢
や
性
別
で
野
田
ブ
ロ

ッ
ク
と
運
河
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か

れ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
対

戦
。
15
ポ
イ
ン
ト
先
取
３
セ
ッ

ト
マ
ッ
チ
で
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の

優
勝
を
目
指
し
て
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
野
田
ブ
ロ
ッ
ク
の
優
勝
は
、

理
工
学
部
工
業
化
学
科
の
阿
部

正
彦
教
授
と
酒
井
秀
樹
准
教
授

率
い
る
「
阿
部
・
酒
井
研
究
室

Ｂ
」
チ
ー
ム
。
決
勝
戦
で
は
同

学
部
同
学
科
の
井
手
本
康
教
授

率
い
る
「
井
手
本
研
究
室
」
を

２
対
１
で
敗
り
、
３
年
連
続
で

学
長
杯
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
運
河
ブ
ロ
ッ
ク
の
優
勝
は
理

工
学
部
応
用
生
物
科
学
科
の
坂

口
謙
吾
教
授
率
い
る
「
坂
口
研

〝
女
〞」
チ
ー
ム
。
同
学
部
同
学

科
の
峯
木
茂
教
授
率
い
る
「
峯

木
研
究
室
」
を
2
対
0
で
敗

り
、
理
事
長
杯
を
勝
ち
取
り
ま

し
た
。

　
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
は
、
薬
学
部
の
野
田
キ
ャ

ン
パ
ス
移
転
を
記
念
し
て
平
成

15
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の

で
、
学
部
を
超
え
た
研
究
室
間

の
相
互
交
流
や
親
睦
を
目
的
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
第
４
回
大

会
は
「
創
立
１
２
５
周
年
記
念

大
会
」
と
し
て
３
日
間
で
１
２

５
試
合
行
う
ス
ペ
シ
ャ
ル
バ
ー

ジ
ョ
ン
で
開
催
し
、
第
５
回
大

会
か
ら
「
東
京
理
科
大
学
創
立

記
念
」
と
銘
打
っ
て
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
に
人
気
を
博
し
た

歌
川
国
貞
が
描
い
た
『
四
季
の

目
附
絵
（
4
枚
組
）』（
＝
右
下

絵
）
は
、
襖
や
屏
風
な
ど
に
描

か
れ
た
十
二
支
の
絵
の
中
か
ら

1
枚
を
相
手
が
選
び
、
そ
の
干

支
を
当
て
て
遊
ん
だ
。
単
な
る

数
遊
び
で
は
な
く
、
和
算
の
知

識
と
、
浮
世
絵
の
多
色
摺
の
関

係
を
実
証
し
た
好
例
で
あ
る
。

さ
ん
発
表
し
ま
し
た
。
で
も
彼

は
、
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
と
し
て
の

ほ
う
が
有
名
で
、
本
業
は
横
浜

正
金
銀
行
に
勤
め
て
い
た
銀
行

マ
ン
な
ん
で
す
」

　
公
開
講
座
は
社
会
人
向
け
な

の
で
、
先
生
同
様
に
多
芸
な
研

究
者
が
出
て
く
る
可
能
性
も
秘

め
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
本

筋
を
い
く
講
座
と
い
え
よ
う
。

＊
葛
飾
キ
ャ
ン
パ
ス
特
集
や
3
学

長
鼎
談
、
さ
ら
に
社
会
か
ら
注
目

を
浴
び
て
い
る
研
究
紹
介
な
ど
、

新
企
画
の
盛
り
だ
く
さ
ん
な
紙
面

受賞者（所属・学年は受賞時） 受賞名 大会・学会名 受賞テーマ等 受賞日

水野　諭孝 工研・経工・修2 Student Paper Award 国際学会NCSP '10（2010 International Workshop 
on Nonlinear Circuits and Signal Processing） Optical CDMA Systems Using Extended Chaotic Binary Codes 3月 5 日

橋口　和貴 工研・電気・修1 Student Paper Award 国際学会NCSP '10（2010 International Workshop 
on Nonlinear Circuits and Signal Processing）

An Analysis on the Effects of Traffic Distribution Ratio Optimization in 
Heterogeneous Wireless Link Aggregation 3月 5 日

松井さやか 理工研・建築・修2 西沢立衛賞 トウキョウ建築コレクション 2010 全国修士設計
展 身体と建築の関係性について 3月 6 日

松下　晃士 理工・建築・4年 日本一 せんだいデザインリーグ2010 卒業設計日本一決
定戦 geographic node 3月 7 日

小野はるな 工１・機械・4年 Best Presentation Award 日本機械学会関東学生会第49回学生員卒業研究発表 QCMによる潤滑油添加剤の吸着挙動測定に関する研究 3月10日

鶴岡　亮悟 工１・機械・4年 Best Presentation Award 日本機械学会関東学生会第49回学生員卒業研究発表 レーザーテクスチャリングによる境界潤滑特性向上に関する研究 3月10日

小宮　憲司 理工・機械・4年 Best Presentation Award 日本機械学会関東学生会第49回学生員卒業研究発表 特徴点追跡に基づく液滴合体時の微細流動構造の推定 3月10日

秦野　　亮 理工・経工・4年 学生奨励賞 情報処理学会第72回全国大会 リフレクションとオブジェクト資源の構造化を組み合わせたJavaの動的なモデル構成 3月11日

竹内　洋之 工研・機械・修2
ベストプレゼンテーション賞
（日本機械学会　情報・知能・
精密機器部門　部門表彰）

第1回マイクロ・ナノ工学シンポジウム 光熱マランゴニ効果による微小流路内気泡の操作特性 3月16日

大竹　　貢 工１・経工・3年 優秀賞 第11回理工系学生科学技術論文コンクール 科学技術を日本の成長戦略の基軸としたシステムの考案 3月17日

小山陽一朗 理工研・建築・修1 若手優秀研究報告賞 日本建築学会2009年度関東支部研究発表会 立体的に燃焼する可燃物に関する実験的研究　（その2）立体火源の火炎高さ及び放
射熱量 3月25日

及川　翔平 工１・建築・4年 若手優秀研究報告賞 日本建築学会2009年度関東支部研究発表会 柔性型骨組構造物の潜在的な構造物耐荷力評価法に関する研究　その1 部材消失後
の崩壊機構の様態を考慮した部材感度解析 3月25日

下田　裕介 工１・建築・4年 若手優秀研究報告賞 日本建築学会2009年度関東支部研究発表会 繰返し載荷を受ける鋼圧縮材の耐力と変形能力のデータベース　その1 データーベ
ースの概要 3月25日

高木　隆一 総化研・総化・修2 第57回優秀論文賞 日本ゴム協会 加硫ゴムの伸張変形下におけるESR測定 4月 1 日

伊村　芳郎 総化研・総化・博１ 学生講演賞 日本化学会第90回春季年会 ナノマテリアルの可逆的な相間移動と表面構造の違いによる分離 4月14日

谷口　敦司 工研・電気・修１ ベストポスター賞（保坂忠明助
教、浜本隆之准教授と共に受賞）

International Workshop on Image Media Quality 
and its Applications（IMQA）2010 Single Image Super-Resolution Using Local Similarity and MAP（Estimation） 5月14日

畑井　健雄 総化研・総化・修1 ポスター賞 第17回燃料電池シンポジウム 金属酸化物系カソード触媒を用いたアニオン交換膜形燃料電池に関する研究 5月19日

生亀　清貴 理工研・情報・博1 優秀ポスター発表賞 応用統計学会2010年度年会 2元分割表における周辺リジットスコアに基づく準対称モデルと分解 5月20日

阿波　　愛 総化研・総化・修2 講演・奨励賞（学生部門） 2009年度日本太陽エネルギー学会 Black dyeを用いた色素増感太陽電池　―色素吸着溶媒が電池性能に及ぼす影響― 5月22日

飯田　大祐 総化研・総化・修2 ポスター賞 ICAC2010（電気化学キャパシタ国際会議2010）Study on Degradation Mechanism of Electric Double Layer Capacitor with 
Activated Carbon 6月 2 日

小島　　茜 理工・工化・4年 ポスター賞 第1回日本光合成学会 Acaryochloris marinaの光化学系IIの単離精製と性質 6月 4 日

東京理科大学学生の各種論文・研究発表等の受賞　一覧東京理科大学学生の各種論文・研究発表等の受賞　一覧 （平22・3月～22・6月）

編
集
後
記

に
な
り
ま
し
た
が
い
か
が
で
し

た
か
。
読
者
の
皆
さ
ま
の
ご
意

見
や
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。 

（
Ｓ
）

＊
次
号
は
10
月
下
旬
に
お
届
け

し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。

運河ブロック優勝・「坂口研“女”」チーム

野田ブロック優勝・「阿部・酒井研究室B」チーム

　★略歴　（しんどう・しげる）
1947年生まれ。東京理科大学理
工学部数学科卒業、「集合論」専
攻。現在、東京工芸大学大学院
「芸術学研究科」非常勤講師。国
際浮世絵学会常任理事。第24回
内山賞受賞（浮世絵研究賞／
2005年度）。

新藤　 茂さん

現代数学で遊んでいた江戸っ子の錦絵遊びを解明

種彦巧・国貞画
『四季の目附絵』「春」（個人蔵）

熱
戦
2
日
！ 

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

学
長
杯
・
理
事
長
杯
争
奪
研
究
室
対
抗

東京理科大学 大子研修センター

　茨城県大子町にオープンした研修センターは、美人の湯として
有名な大子温泉の中心地にあり、周りには多くの観光スポットが
点在しています。「まだまだ認知度が低く、利用者の少ないことが
残念です。サークルや研究室などの合宿に、また観光の拠点な
ど、さまざまな用途で積極的に活用してください」と管財課。ぜひご
利用ください。

39の宿泊室からなる宿泊棟に、グラウンドやテニスコート、体育館、さらには実験室を擁した研修棟まで完備。

「大子研修センター利用申込書」に必要事項をご記
入のうえ、下記の受付担当課にお申し込みください。

● 神楽坂地区／管財課　● 野田地区／管財課
● 上記以外の地区／各事務部

〒319-3521 茨城県久慈郡大子町大字北田気662
TEL : 0295-72-5815　FAX : 0295-72-5816

お申し込み方法

大子研修センター パンフレット完成
多目的な用途で活用を
昨年8月から学生研究施設として利用がスタートした
「大子研修センター」のパンフレットができあがりました。

▲宿泊室 ▲テニスコート ▲研修室

　
８
月
10
日（
火
）か
ら
19
日（
木
）は
、
夏
期
一
斉
休
暇
期
間
の
た
め

全
学
休
館
と
な
り
ま
す
の
で
、
窓
口
業
務
も
す
べ
て
行
い
ま
せ
ん
。

夏
休
み
中
の
窓
口


